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例 言

1 本書は、札幌市北区北23条西14丁目 5番 1の内における（株）タカノによる共同住宅建設のため

に実施した K36遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。 K36遺跡は昭和61年度にも調査されて

いるため原因者の名前を取り、 K36遺跡タカノ地点とした。

2 発掘調査は、平成8年10月1日から同年11月15日まで行い、札幌市市民局文化部文化財課加藤邦

雄、上野秀一、羽賀憲二、藤井誠二、秋山洋司が担当し、秋山が主として調査にあたった。

3 本書の編集、執筆は秋山が行ったが、分析調査及び保存処理は下記の方々の御協力を賜った。

植物遺存体静修女子大学吉崎昌ー氏北海道大学椿坂恭代氏

動物遺存体東北大学富岡直人氏

漆製品分析 国立歴史民俗博物館永嶋正春氏

漆製品保存処理 （財）元興寺文化財研究所 伊藤健司氏 植田直見氏

環状装飾品北海道開拓記念館小林幸雄氏

4 発掘調査及び整理作業には、下記の人々が主として従事した。

現場作業 青木瑞枝、朝比奈健太、東夕起子、安念栄子、井坂美佐、石塚八穂子、今田瑞枝、加

藤直美、笠松芳江、金森ミサヲ、久保田芳子、小林美津子、今野誠明、斎藤恭子、佐々木雄太、佐

藤順子、佐藤紀子、佐藤洋子、嶋美和子、菅原純子、清野玉実、世戸恵子、高槻和貴、鷹野裕司、

高橋宏文、高橋雅子、高橋満知子、池鯉鮒結子、中橋敏子、西村恵子、橋岡明子、東出千春、富士

本礼子、藤森真規子、船渡川力、三浦進、溝田洋子、山下郁子、山下知香子、山下富久治、吉田友

美、和田健

整理作業 遺物データ整理、土器接合復元・拓本・断面実測、挿図作成：西村恵子、佐藤洋子

図面整理・トレース：吉田友美 遺構遺物データ処理、各種一覧表、図版作成：船渡川カ

土器実測・トレース：佐藤紀子 石器・土器断面•その他遺物各実測・トレース：高橋宏文

遺物・挿図・図版整理、土器接合復元・拓本：笠松芳江、斎藤恭子、橋岡明子

土器接合復元：安念栄子、清野玉実、東出千春、藤森真規子、今野誠明、鷹野裕司、成田幸法

写真：三浦進 微細遺物選別：高橋雅子、本間直子、安澤孝子、和田啓子、小松和子

5 発掘調査及び整理作業において、下記の方々より助言及び協力を賜った。（順不同・敬称略）

文化庁、北海道教育庁文化課、北海道開拓記念館、（財）元興寺文化財研究所

赤松守雄、大井晴男、大沼忠春、岡田淳子、菊池俊彦、越田賢一郎、佐藤和雄、澤田健、鈴木信、

田才雅彦、高橋和樹、田口尚、種市幸生、千葉英一、土肥研晶、豊田宏良、中山昭大、西田茂、西

脇対名夫、長谷山隆博、藤原秀樹、松崎水穂、松田淳子、三浦正人、宮宏明、柳沼弥生、山田悟郎、

山田昌久、吉田玄一、四柳嘉章

本文中の漆器の説明にあたり、永嶋氏、四柳氏から多大な御教示を得た。記して感謝致します。

6 発掘調査及び整理・報告書出版にあたっては、下記の個人もしくは機関より全面的な御協力と御

支援を賜った。記して感謝の意を表する次第である。

清水義雄氏、株式会社タカノ、株式会社宮川建設
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凡例

l 各神遺桃のズ「面I~ と断面セクシー］ン）図均の l．．なスクリーノの凡例は卜記U) とおりである。

2 個々の追構図面なとで使用した辿物記号の凡例はド記のとおりである。

3 各種罰而（七クション＼位1の脳名（り記載方人は 第 3応第 2節て詳此しだ c

4 遺構の'F訓因およひ本文中などで使月］した追構0)略村は7ヽ記(j)とおり Cある。

HP :竪穴住居跡、 SP :杜穴、 PT :」謡、 HE:焼」、 DB :焼上粒の範囲、 c:炭に材

5 挿図の縮尺は、個々にスケールを入れて示した（，韮本的な縮尺率は7ヽ記のとおりである。

追構関係 発掘区セクション： 1/40 竪穴住屈跡・柱穴： 1/60

竪穴住居跡カマド： 1/30 溝状遺構： 1/200 

焼上、焼i→粒見中： 1/20 土股： 1/10 

直物図係士温 1/ 3 

漆1/ 2 

株石i:;1 / 3 

森状怯飾印＼ 1/ 2 

剥片石晶 1I 2 

6 写真図肋の縮尺については、現場＇ I匁真は任意てあるが、遺物にー）いては下記のとおりであるり

土器 1/ 3、礫石器 1/ 3、紡維申 1/ 2、漆器椀2/3、漆製品 1/ 2、錫製環状装飾品 2/3

7 第］図け、 1且土地理院発行の 2万5干分の 1t也形閃「札帽化部」「札帽Jを使用しtニ

8 土］仰王，，じや土器U)内外面や肋面の色満にー）いては標屯上色脹を用いた C9

スクリーン (Letraset)

No. 31 :各セクション図の昭砂・砂、焼上粒中の焼土のまとより

IIiil No. 62 : i髯状遺構セクション図 2J曽相中U)腐柏土屑
こ No.112:焼t粒範囲
量璽lNo.253 ：基ド屈 5刷
二 Ko.273 ：見炉厨 2 肪〖追物包合）付）

二 No.320 :かまと火床、焼土
璽 No.687：火山快

■■l鉛潰し：各セクション凶の炭化材
遺物記号

●竪穴床面の土器 ▲竪穴床面礫・石器 ■発掘区の土器
〇竪穴覆土の土器 △竪穴覆土礫・石器 □発掘区の礫・石器

CDくるみ

R粘土塊
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第 1章発掘調査に至る経過
今回の発掘調査は、株式会社タカノによる北区北23条西14丁目地区におけるマンション建設工事に

伴なって実施したものである。なお以下の経過をもって発掘調査の運びとなった。

平成 8年6月、本地区の周知の埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関して数件の問い合わせがあった。そ

の後、株式会社タカノによる開発計画が具体化し、その取扱いについての協議が開始された。札幌市

文化財課は本地区が札幌市埋蔵文化財台帳の K36遺跡に該当すること、昭和61年度に北西側隣接地

において発掘調査を実施して擦文時代の集落を発見している（上野・羽賀編 札幌市文化財調査報告

書xxxmK 36遺跡 昭和62年）ことから、包含層・遺構の残存する可能性が極めて高いことが予想
されたため、試掘調査を行い範囲・規模等の詳細を確認する必要があると判断し、試掘調査依頼書を

平成8年 7月5日付で受理し、同年7月15日より試掘調査を実施した。

その結果、竪穴住居跡並びに擦文土器片が発見されたことから、文化財課は株式会社タカノと遺跡

の取扱いについて協議した。しかし、土地の広さに制約があり工事計画の変更による現状保存は困難

であるとの結論に至り、記録保存を目的とした発掘謂査を実施することで合意した。

文化財課では、昭和61年度の発掘調査結果、そして今回の試掘調査結果から本地区において極めて

良好な形で擦文時代の竪穴住居跡群が検出される可能性があると捉えており、発掘調査には準備期間

を含め約 2ヵ月の期間が必要であること、平成 8年度はすでに 6ヶ所で発掘調査を実施しており、調

査職員や発掘作業員の手当が困難なことなどから、発掘調査は平成 9年度事業として行いたい旨を提

示した。しかし株式会社タカノからは、工事の一部を平成8年12月1日より着手すべく計画しており、

少なくとも本年度中に発掘調査業務を終了して欲しい旨の強い要望が出された。

数次にわたる協議の結果、文化財課の日程調整を行うとともに、調査費の軽減と迅速化をはかるた

め、現場プレハプ、盛土・表土層除去の重機を株式会社タカノが措置することとし、平成8年10月1

日から11月15日まで現場の調査を行い、現場終了後から平成 9年 3月31日までにすべての報告書作成

業務を行うことで協議がまとまった。

第2章遺跡の位置と環境
本遺跡は、札幌市北区北23条西14丁目に位置する。本地区は、古くから市街化してきた北側、西側

の住宅街と、東側、南側の北海道大学第二農場等の大学用地に囲まれており、当地そのものは昭和28

年より畑地として利用されていることが、旧土地所有者により明らかにされている。周囲の河川は、

本地区の南西側で琴似川と桑園新川が合流し、琴似川が新川線に沿って北上して流れる現況であるが、

古文献や昭和61年の調杏等から、本遺跡の東側に南北に走る旧琴似川が存在したと思われ（図 2)、

遺跡形成時はこの河川の影響を強く受けていたとみられる。ちなみに図中の河川跡は札幌市埋蔵文化

財分布地図より転写したものである。また前掲書の中で、本遺跡が旧琴似川流域の遺跡群の一つとし

て古くから知られていることが詳述されているが、調査の結果や文献資料などから流域の遺跡群の中

では比較的新しい時期にあたる「擦文時代後期・晩期」のものとして注目されている。試掘調査の結

果、昭和61年度の調査地区と遺物や層位関係はほぼ一致しており、同時期に形成された遺跡として捉

え、調査を進めた。なお、包含層より深く掘り込まれた大型の撹乱は、第4号竪穴住居跡にかかる部

分にのみ確認された。

8
 



/．／ 
/ ／ 
／．／ 
/‘ 
／ 

ノ
.．／'r._．＿ 

/'  / : 
. ／ ／ /'／  • I 
. ／'  

..:::..·.一•一．＿

ロ it。ロ

／

．

 
／
 
／
 

第 2図 K36遺跡タカノ地点付近地形図(2)(1 : 2,500) 
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第3章 発掘調査の方法と層序

第1節 発掘調針の方法
1 発掘範囲について

叫＼掘，翡杏の結果、開発用地の中央部分であり、かつ昭和61年度に行われた発掘調査の1‘:1中側隣接地

にあたる所から遺構・遺物か梵見され、この地に約1,りOOm2を発掘湖杏対象地区としだ C なおその東

側地lXIょ［見地表面からl,5 mi几く掘下げだ段階こも Ill表土が確詑てぎた-し'かっだことから1□i1［いてあ
るとし、 ハ反対の南西側地にこは、遺構・遺物り）允見かなかっだため包合府の広かりはなし）とHl断

した。また発掘，凋査対象地区において、畑地利用に伴なう地均しや耕作、後の構造物建築による11砧L

等により、直物包含層のかなりの部分が乱されていることも確認されている。

2 発掘区の設定
発掘区の設i'll、X -Yの［小秤を用い行っだこ本則区1よ構造物や樹木か杞集しているこ、しから

比較的見通し（））上い隅発予定地とそしi―)州側のアパートし I-「)敷地境界を基線；こ それを Y軸としだ

まだその軸と也りし開発予定地北叫叫にある基準杭とを結んた線を X軸とし、北西側隅を原，点に、

x軸60XY軸130mの範囲内で一辺か10mの方眼を設定した。なお各発掘区は肛，点からの遠位点の杭

沿号で呼称した。 X軸の方位は、磁北て N323 °Eである。

3 発掘調査の手順

試胴悶査の結果：こ彗 Jし＼て、遺物こ含加t}）少ない耕作土をII心＼ご排土しだ｛羹 r胴し］て遺構の確認
を凡イ］して行っだ。幽構硝，し？柊了後、土J凶観怒JI]にク＇）ノドライ／ ；こ心って幅 lm, 1↑し、，ざ約 1mのト

レンチを開け、基本層｝iバ］）j恥忍をした。その後、直構調査と胴付的な包含層調査をいいながら、各種

記録・此物取上げ作業を釣‘宜実施した。遺構は竪穴住居跡、溝状直椛、焼土遺構、士肱か検出されて

おり、昭穴仕居跡(HP)、焼十咽構(HE、DB)、 ［城(PT)についてはそれぞれ略号をりえ検出順に

番号を付け、作業を簡便化しだ 特に焼土遺構は 被鰊層をもつ焼 11位を HE、炭化印1心位［：粒、

灰層のいかる範囲を DB しり柘し、検出位置か臀八内て克るか外てあるか［こオ勾オ〗>)「全こ追し番 □

て処理しだ なお灰層、被峠士壌、かまとの人！木についてをサンプル対象とし、フローテーション什

業により微訓逍物を回収した。排上は開発用地北中側地区の旧河姐と判断した場所にり：柏した。また

発掘区外に1ムかる遺構については間発用地の範間1りにおいては発掘1メを一部拡張して直構令体の調査

を実施することとした。調査の I〗]の遺構・遺物の，叫録方法については、基本的に H :)17逍跡の調査

で行っだ方（去を I,II 317遺跨 仙庭伽i1995)踏襲：ノこ＇` ＼ろか、時間1『J八詞りの多い発札恥畠jft「ご奎っだ

だめ、一部簡Ill各化しだ部分かある

4 発掘調査の概況

重機による排土後は、埜本層序 2層とした黒褐色土層が広がっており、遺構は基本層序 1層の黒色

土が落込んでいることから明確に確認することが出来た。この段階では、竪穴住居跡 3軒と発掘区の

北東から南西に延び、そこから大きく満曲して南東へ伸びる溝状遺構が確認されているが、後の発掘

調杏の進展に伴ない、南東隅と北東部に見られる黒色土の落込みが竪穴住居跡であることが確認され、

合計 5軒の竪穴住居跡が存在することが判明した。遺物は溝状遺構のテラス部分や HP-1とHP

-3との間にみられた窪み状の落ち込みから多量に出土した。

第2節層序
本遺跡は札幌扇状地の中にあり、東側にほぼ南北に走る旧琴似川によって運ばれた褐色のシルト系

の土壌により形成されたと考えられる。発掘区の東側が、西側よりも標高が高いことを見てもそれは
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推測できるところである。調査に際し x軸の04列 (A-B)、Y軸の07列 (C-D)に設定した幅 1m 

x深さ約 lmのトレンチの断面を観察し、河川の流路や河川微高地の形成に関わる堆積過程や遺物、

炭化物出士層などを考慮しながら、色調、土性、含有物などを基準に分層を行った。基本層の分層の

結果は第 1表に記した。なお色謂の判別については「新版標準土色帳」（小山・竹原1973) を用いて

いる。

層名は堆積の新しい順にアラビア数字を付けて行ったが、新たな層が現れた場合にはそれにアル

ファベットを付け、区別して表記した。従って、 la、lb、leなど、数字とアルファベットで表記

されているが、一方でこれらの層の間には、堆積根拠や土壌起源に基づく関係は基本的にはない。た

だし、溝内や旧河川の落込みに堆積した中には、起源が同じ土壌が時期を変えて堆積していると考え

られるものもあり、それについては層名一枝番号の形で表記した（例： 2-1など）。

基本層の状況であるが、後の畑地のための土の移動や耕作により、 la、 lb、 le層は遺構内に落

込んだ部分にのみ確認された。これらには樽前a火山灰の二次堆積と思われる灰白色火山灰層や地震

による液状化痕、その際に生じた噴砂に伴うものと思われる褐色砂が部分的にみられた。ちなみに樽

前 a火山灰の上下に褐色砂が確認されており、液状化を発生させる程の規模の地震がその前後に 2度

発生している可能性がある。遺物は 3層上面からと 2層中から出土しているが、 3層中からの遺物の

出土はなかった。そのため最も古い生活面は 3層上面と思われる。また 2層は肉眼ではこれ以上分層

出来なかった。遺物はこの層分類に基づき、 2層と 3層とに分けて認識して取り上げた。遺構も同様

に3層上面から 2層中のいずれかで構築されており、どの追構にも 2層起源と見られる堆積物とその

上層の la、 lb、le層に相当する黒色土が落込んでいた。

第 1表基本層序土層注記表
層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 混入物など
耕作土 10YR2/l 黒色 シルト やや弱強 近年まで利用されていた土。
旧耕作土 10YR4/4 褐色 シルト やや強中 畑の造成に伴い削土され移動した土。
1 a lOYRl. 7/1 黒色 シルト 中 中 火山灰Ta-aと褐色砂が問層に入る。
1 b 2. 5Y2/l 黒色 シルト やや強中
le 7. 5YR1. 7/1 黒色 粘土質シルト 強 やや弱腐植土層。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト やや弱 やや強
2 -1 IOYR5/3 にぶい黄褐色 シルト やや弱 やや弱 溝内に堆積した基本層2層の分層
2-2 IOYR5/2 灰黄褐色 シルト やや弱中 溝内に堆積した基本層2層の分層
2-3 10YR4/l 褐灰色 シルト やや強中 溝内に堆積した基本層2層の分層
2-4 10YR5/3 にぷい黄褐色 シルト やや弱 やや弱溝内に堆積した基本層 2層の分層
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト やや弱 やや強 リモナイトが多い。
3 -1 10YR5/3 にぷい黄褐色 シルト やや弱中 旧河川内に堆積した茎本層 3層の分層
3-2 10YR6/2 灰黄褐色 シルト 中 中 旧河川内に堆積した茎本層 3層の分層
3-3 10YR7/2 にぷい黄橙色 シルト 中 中 旧河川内に堆積した茎本層 3層の分層
4a 10YR5/4 にぷい黄褐色 シルト やや弱 やや強 リモナイトが多い。
4b 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト やや弱 やや強
4c 10YR5/2 灰黄褐色 シルト やや弱 やや弱砂質分がやや多い。
4d 10YR6/2 灰黄褐色 シルト やや強中
5 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 中 やや強炭化物が混じる。
6a 10YR6/3 にぷい黄橙色 シルト 中 中
6b lOYRS/3 にぷい黄褐色 シルト やや弱中
6c 10YR6/4 にぷい黄橙色 シルト やや弱 やや弱 リモナイトが多い。
7a IOYR6/2 灰黄褐色 シルト 中 中
7b lOYRS/6 黄褐色 砂質シルト 中 やや強 リモナイトが多い。
8 10YR5/3 にぷい黄褐色 シルト 中 中 やや砂質分を含む。
9 10YR6/3 にぷい黄橙色 シルト 中 中
10 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 中 中 砂質分が多く、部分的に砂シルトの互層もみられる。
11 7. 5YR5/8 B月掲色 t少 弱 やや弱 河川堆積物とみられる砂層。
12 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 中 中 褐色砂層が間層（厚さ 2-3mm)としてはさまる。
13 10YR5/6 黄褐色 砂 弱 弱 2 ~ 3mmの軽石が混じる。 11層より径の大きい砂。
14 10YR4/6 褐色 砂質シルト やや強中 砂質分がやや多い。
15 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト やや強中
a 10YR3/3 暗褐色 シルト 中 中 風倒木による 2層のおちこみ。
b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 中 中 風倒木による 2層3層の混じり。
C 10YR5/4 にぷい黄褐色 シルト やや弱 やや強風倒木による 3層の混じり。
d 10YR5/l 褐灰色 シルト やや弱強 風倒木による 4層の混じり。
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第4章遺構および遺物

第 1節竪穴住居跡
1 第 1号竪穴住居跡（口絵 1A・ B、第 7~10 • 35図、第 2~4表、図版 1A~5D、18・ 

21 ・ 22 ・ 26) 

検出状況 耕作土を重機で排土した段階で、 01-06杭を中心に黒色土の落込みがみられたことから、

手掘りで上面を精査したところ、一辺が5m前後の方形のプランが確認された。黒色土には火山灰の

薄い間層がみられ、プランの上ではリング状に広がっていた。掘り込み面は悲本層序の 2層中である

と思われるが、耕作が及んでおり、確認は出来ていない。

覆土堆積状況 はじめに刈層としたにぶい黄橙色のシルト質土が堆積しているが、北側壁にはそれ

が確認できなかったため、掘り過ぎていた事が、残したセクションベルトにより確認された。また床

面より焼土粒範囲、焼士、炭化材が検出されており、その上に1X層が堆積している。このことから1X

層を床面直上の層位とし、それより上位の層を覆土と認定した。 I、11、N層は埜本層の la~c層

にそれぞれ対応する黒色系シルトであり、 m層は火山灰である。 W層は溝状遺構の 2-1~2-4層の
間にみられる腐植の堆積物に対応するものと思われる。

完掘状況 西側壁中央やや北寄りに煙道付きかまどを持つ、規模が6.5X(6.0)mのやや縦長の隅丸

方形をした竪穴住居跡である。

遺物出土状況 床面直上の層とした1X層以下の出土遺物には漆製品や錫製環状装飾品といった稀少

遺物があるが、主体はかまどに向って左側からまとまって出土した棒状礫である。土器は覆土から出

土した破片資料が多く、一括性を欠いており、これらの出土状況から廃棄行為に伴うものではないこ

とが予想された。図 lの実測土器についても全体の 4分の 1程度が復元されているに過ぎない。この

事から土器については流れ込みなどの不確定要素を持つ出土状態であると思われ、発掘調査の段階で

竪穴と確実に伴うと判断できた遺物は、かまどに向って左側からまとまって出土した棒状礫や漆製品、

錫製環状装飾品である。漆製品はSP-3の北側のIX層より 2個体出土しており、状況から床面のも

のと判断した。双方とも木胎の腐食が著しく、ほとんど漆の被膜だけの検出であったが、内一つは椀

の形を残したまま、口縁部が上を向いた状態であると予想されたため、形状を崩さぬよう周囲の土ご

と取り上げた。一方はすでに乱れており、形状は不明瞭であったが同様に土ごと取り上げた。錫製環

状装飾品は、床面より検出された DB-17上面から出土しており、熱を受けて白く変質していたが

環の形を保ったままであった。取上げには慎重を期したが、被熱による崩壊が著しく形状を保つこと

は困難であった。遺物の接合関係は覆土遺物と北東側の発掘区遺物との間に見られる。

柱穴 主柱穴が四閥に 4埜検出された他に、北側壁中央付近に径約12cm、深さ約35cmの柱穴が4ヶ

所確認された。 SP-1とSP-4は、柱穴を掘り柱を立てた後、柱と掘り方の間に土を詰めること

で隙間を塞いでいたと思われる。第 7図の破線部分が柱の推定線であり、実線は掘り方である。

かまど構造 東側壁中央やや北よりに確認され、いわゆるトンネル型の煙道を持つかまどであった。

火床側からの掘削が北側寄りになっており、煙出し口側からの掘削と接合点で若干ずれていた。かま

どの袖も確認され、袖の部分の火床側は被熱により一部赤味がかっていた。なお火床西側に広がる

DB-13は、火床の灰層を掻き出した範囲と思われる。

焼土・焼土粒範囲 床面中央やや南西よりに HE-5、他に DB-11、12、13、17が東・南璧側

に集中して検出された。 HE-5、DB-12、13には焼骨が混じることが、肉眼レベルで確認され

ている。
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第2表 第1号竪穴住居跡覆土土層注記表
遺構名 層名色相 土色 土性 粘性 しまり 混入物など

竪穴覆土 I 7. 5YR2/l 黒色 シルト やや弱 やや弱 旧耕作土に褐色土粒か混しるし

II 7. 5YR1. 7 /1 黒色 シルト やや弱弱 拮本層1層の里色土。

Ill 7.5YR7/4 にぶし＼朽色 シルト 弱 弱 径I-2 mmの礼白色八11!火堆積物、 Ta-aとみられる

IV 7. SYRI 7/1 ！じ色 ンルト やや弱肉 収本府 1屁豆）出色 j'

V JOYR3/I トt'，褐色 柑 1'直ノル 1 ・ゞ＇や怖 や`¥'怖 J，し本料2！習に祝か況しろ Vlaiごltへ(_:*し＇［ f)粗し
VI a l(）YR4/l 褐）火色 ンル 1ヽ ササ 怖 ht木屈 2陀□nl'［い）ノ）し 1
¥1 b 2 5Y3/l リ［褐い 粘十竹シルト ＼＇ゞ）関； べ＇べ"}祖 ），し本！Fi2 !t4 i―炭が4［！ろ ＼ i―ji, J ¥し,-t:i l’!)'iiil /）'S ¥ 

¥Ila 7 WR! 7/1 、'tし（り ンルト やぺ9,}缶叶I 吹1し杓の堆栢料

¥11 h l (） Y l< 5/ 2 灰i褐色 ンル 1ヽ 尺'<} :}｝ り缶 且本屁 3)仰））流れ）人み r

'vnr IOYR4/2 ／火出褐い シルト シ<’¥:｝ 9灼，1, vill咽に腐柏 11）、tしる

珊，1 IOYRG/l 褐I火色 ンルト やし、？，｝｝ ＇ゞやり祖 庄ft物t)'1l，！ ！る

¥111b l (）Y l< 5/4 にふし＼h):褐色 ンルト ,:, ¥',}狙，i; 1) 1ナイトか多し＼ Q 

VIIIc lOYR:l/1 用褐色 シルト やや強 ややり{li 炭化物か北しる

Vllld 10YR5/4 にふい黄褐色粘上質シルト 中 中

IX 10YR4/l 褐灰色 シルト やや強中 ¥]la層より腐植分か多い。

X 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト やや強中

XI 10YR5/3 にぶい黄褐色粘土質シルト 中 やや強

刈 10YR6/3 にふ‘い黄橙色 シルト やや強中

カマド覆土 A lOYRl. 7 /1 黒色 シルト やや弱中 炭化物が混じる。

B 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト やや弱中 炭化物が微量に混じる c 鉄分が多い。

C 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 中 中 炭化物が混じる。

D 10YR4/3 にぶい黄褐色粘士質シルト やや強中 炭化物が混しる。鉄分が多い。

E 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強中 焼土粒・炭化物か混じる。

F 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト やや強中 鉄分が多い。

G 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強中 炭化物が混じる。

H 5 YR7/3 にぶい橙色 粘土質シルト やや強中 被熱により部分的に赤色化する。

I 5 YR4/l 褐灰色 シルト 強 中 炭・骨・焼土粒か混じる灰層。

J 10YR6/2 灰黄褐色 粘十行シルト やや強中

K 5 YR!. 7/1 黒色 粘1•竹シルト 怖 ややり］ 炭化物・骨か混しな，

l, IOYR5/4 にふし直＼苗褐色 粘 Î,i'iンルト ややり狙 中 骨・炭か多吊に祝しる

M ,, Y 1¥6/3 1.~_ ¥、し＼k) （り 粘 Iし＇i／）レ 1、,}祖 やや！炒 骨{Y名州に合む／火料し：

N 5 Y R 3/6 賠介褐色 シルト 中 9 l l 焼 l屑ぃ

Ill l(）YR3/; ＇l:褐色 シルト ややサり ややり狽

(!I l (IYr<4/h 褐色 粘 I.,t’iンル 1、 やや怖 ,,, 

1、}） lOYh'.4/1 褐灰色 粘 l'Ciンル l、 中
,,, 

111 IOYI¥S/3 にふい晶褐色 粘 l竹シルト ややり企 ややり祖 吹化物か況しる

iり） l(）YR(i/3 1、r ぶヽし＼苗杓（f! 粘 1'白ンル 1、 ややり缶 ややり企

(61 10Yk6/2 灰伯褐色 粘 , t l 

HE-5 l 7. SYR4/2 I火褐色 シル l l I 焼上／凶て炭・骨か多しい

II 5 YRZ/1 黒褐色 粘土質シルト やや強中 腐植士屑・炭か混しる。

DB-11 I 5 YR3/6 暗赤褐色 粘土質シルト やや弱中 炭か混じる焼土層。

II 5 YR4/2 灰褐色 粘土質シルト やや弱中 炭化物が混じる灰層。

DB-12 I 5 YR3/l 黒褐色 粘土質シルト 強 やや弱 炭・骨・焼土粒か混じる灰層。

DB-13 I 5 YR4/l 褐灰色 粘土質シルト やや強中 炭・骨・焼土粒が混しる灰層。

II 7. 5YR5/l 褐灰色 粘土質シルト やや強中

III 7. 5YR4/2 灰褐色 シルト やや強中

DB-17 I 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト やや強 やや弱

II 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 中 中

m 10YR5/2 灰黄褐色 シルト やや強中 焼土・炭化材を含む灰層（環状装飾品出土）。

N 5 YR4/4 にぶい赤褐色 シルト 中 中 焼土・炭化材を含む灰層。

V 5 YR4/l 褐灰色 シルト 中 中 炭化材を含む灰層。

VI 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 中 やや強

VII 5 YR4/l 褐灰色 シルト 中 中 竪穴床面の焼士層 (HE-5)の焼土粒の広がり。

渭 5 YR4/1 褐灰色 シルト 中 中 竪穴床面の焼土層 (HE-5)。

第3表 第1号竪穴住居跡柱穴一覧表
柱穴 平面形 標高 長軸 短軸 深さ 備 考
番号 (ml (m) Im) (m) 

SP 1 不整円形 9.980 0.36 0 34 0.24 
SP 2 不整円形 9.980 0.40 0.38 0.35 
SP 3 不整円形 9.970 0.38 0.37 0.43 
SP 4 不整円形 10 050 0.37 0.37 0.49 
SP 5 不整円形 10.000 0. 14 0. 12 0.36 
SP 6 不整円形 9 980 0. 14 0. 13 0.39 
SP 7 不整円形 9.950 0. 14 0. 14 0.31 
SP 8 不整楕円形 9.980 0. 16 0. 13 0.44 
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第4表第1号竪穴住居跡出土土器属性表
壽番 図号
1111体 ば 種類 部位

器面調整 文環 底部 色震
区名 噛位 遺物番号

図版
熾考

番号 外面 内面 口縁部 胴部文様帯 胴下部 形状 外面 内面 番号

10-1 26 小甕 口唇郎 横ナデ 横ナデ 横走沈練3条 鋸薗文 斜刺突 IOYR7/3 IOYR3/l HP-I 9' 23.30.133 18-I 

～胴下部文謙 縦ハケメ 鑽ミガキ 一斜剌突3段 にぷい黄橙 黒褐 ¥I 37.40,41 

横ミガキ

縦ミガキ

黒色処理

10-2 46 甕 口轡郎～胴部 横ナデ 績ハケメ JOYR7/2 lOYR4/l HP-1 ¥" 36 22-1 

縦ハケメ 黒色処理 にぶい黄橙 褐灰

10-3 59 甕 口唇部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線 3条 IOYR5/l 10YR2/1 HP-1 ¥ 31 22・ Z 

ーロ縁部 黒色処理 一糾剌突 3列 褐灰 里

10-4 89 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 欄ミガキ 横走沈練 IOYRS/3 10YR4/l HP-1 V 29 22-3 

黒色．処理 i斜交叉文 にぷい黄橙 嶋灰

l0-5 I 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 縦ミガキ 鋸歯文 IOYRS/3 10YR3/l HP-1 ¥" 27 22-• 

黒色処理 浅黄橙 黒褐

10-6 98 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 懺ミガキ 横走沈練 IOYRS/1 1DYR7/1 HP-I ¥'21 22-5 

—鋸歯文 褐灰 灰白

IO-7 91 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ 績走沈線 IOYR6/3 IOYR7/1 HP-1 11 42 22-6 

—斜交叉文 にぷい黄橙 灰白

10-8 96 甕 胴部文様帯 横ハケメ 横ナデ 斜交叉文 IOYR6/2 10YR6/1 HP-1 .11 136 22-7 

黒色処理 —横走沈線 灰黄襴 褐灰

10-9 32 2 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ナデ 鋸譴文 斜剌突 IOYR6/3 IOYR2/1 HP-I D 4 22-8 

一胴部 黒色処理 にぷい黄橙黒 VI 74 

10-10 102 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ 横走沈線 IOYR4/2 IOYR6/l HP-I I I 22-9 

—斜交叉文 灰黄襴 褐灰

10-ll 108 甕 胴節文樟帯 縦 Jヽ ケメ 横ミガキ 鑽走沈糠 斜卿1突 10YR6/2 IOYR6/1 HP-l ll 87 22-10 

一胴下部文様帯 —鋸歯文 灰黄褐 褐灰

10-12 94 215 聾 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR7/2 IOYRI 7/1 HP-1 ¥'33 22-11 

黒色処理 にぷい責橙黒 II 38、60

10-13 251 聾 胴部 斜Jヽ ケメ 讃 99ケメ 10YR6/4 IOYR3/l HP-1 I 9 22・12 

縦ミガキ にぷい賃橙 黒鴫

黒色処理

10-14 239 甕 胴下部文様帯 横ナデ 縦ミガキ 貼付囲撓帯 7. 5YR5/4 7,5YR1 7/1 HP-I ¥" 26 22-13 

一胴部 黒色処理 にぶい襦 黒

10-15 238 甕 胴部 斜ハケメ 横ミガキ 10YR6/3 IOYR2/2 HP-I 11 43 22-14 

黒色処理 にぶい黄橙 黒褐

10-16 216 甕 胴部 斜ハケメ 懺ナデ lOYRS/2 IOYR3/l HP-1 VI 65 22-15 

黒色処哩 灰白 黒褐

10-17 3 賽 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ 10YR7/2 lOYRl 7/l HP-I D 140 22-16 

黒色処理 にぷい黄橙黒

10-18 217 甕 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR7/2 IOYRI 7/1 HP-1 ¥'32 22-17 

黒色処理 にぷい黄橙黒

10-19 221 甕 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ 10YR6/2 IOYRI 7/1 HP-I II 75 22-18 

黒色処哩 灰貴褐 黒

10-20 225 甕 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR6/3 IOYR4/l HP-1 I 2 22-19 

鳳色処理 にぷい黄橙 褐灰

10-21 218 甕 胴部 縦ハケメ 横Iヽケメ IOYR4/3 lOYRl i/1 HP-1 ¥ 34 22-20 

•横ナデ 1こぷい黄褐 黒

黒色処理

10-22 31 甕 寝部 縦ハケメ 機ナデ 擦痕 10YR6/4 lOYR7/2 HP-I v 17 22-21 

黒色処理 にぶい貴橙 にぷい黄橙

10-23 58 78 杯 口唇部一体部 横ナデ 横ナデ IOYR6/2 IOYR3/2 HP-I II 51 52 59 22-22 

4 斜ハケメ 縦ミガキ 灰黄襴 黒褐

黒色処理

10-24 219 杯 体部 横ナデ 横ミガキ 斜行沈線 IOYR?/2 IOYRI 7/1 HP-1 IX 91 22-23 塵滅

黒色処理 にぶい黄褐 黒

10-25 43 高杯 底部 横ナデ 沈線 IOYR6/3 HP-I l 1 3 22-24 

にぷい黄橙

10-26 44 高均 底部 揚げ底 10YR6/3 HP-1 

＂ 
121 22-25 

にぶい黄褐

10-27 43 28 杯 底部 縦 Jヽ ケメ 縦ミガキ 揚げ底 IOYR7/2 10YR7/2 HP-I V 6 22-26 

—横ナデ 黒色処理 にぶい黄橙 灰黄褐 01-07 2 7511 ! 

出土遺物（口絵1A ・ B、第 9・ 10図、第4表、図版18・ 21 ・ 22 ・ 26) 

第10図ー 1は口縁部をやや立ち気味で成形されている小型の甕である。鋸歯文が胴部文様帯に展開

している。 5、9は同一個体片である。 2は無文の口縁部片で広がりが無い。 3は中型甕の口縁部片

であり矢羽根状刺突列がみられる。 4、6 ~ 8、10、11は胴部片で横走沈線と斜交差文の組み合わせ

である。 14は胴下部文様帯片であり貼付けの上から馬蹄形の囲続帯が押圧される。 12、13、15-20は

胴部片である。 21、22は底部片。 23-27までは杯であり、高台杯もしくは高杯に近いものと思われる。

24は綾杉文が施文されたと思われるが摩滅が著しく不明瞭である。 28は遺物番号66であり、 SP-8

の南側で覆土Vl11層から出土した大型の角礫である。使用した痕跡は認められなかった。

第 9図ー 1は、床面出土の漆器椀である。木胎部は腐植しほとんど肉眼では確認できない状態であっ

たが、漆の被膜だけである程度の形状を保持しており、文様などが観察できる状態であった。土圧に

より潰れているが、現状で最大幅約15.4cm、高さ約7.2cmであり、残存する高台の高さは約1.2cmであ

る。底面には鞘櫨で加工された痕跡が明瞭であり、木胎の柾目の方向も観察できる。図中の底部に記
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しだ、右上から左下へ走る斜線はそれで出る。下地に県漆を 2度塗りし、その後ベンガラ漆c文様を

-）けている 下地塗りは丁寧て；）るか、底晶の噂（＇）は嬉いだめ 1j1]山の力II|．痕や柾IIい観察てぎだと思

われる。文杜の付け方は粗雑て、筆の抑いが諸処に雁認され〈おり、がりも薄い。文様の七チーフか

-_)「藤」、「松」、「目紐J、「そ(])他の掃し＼え）点」に分類できる．［思われろ

また、図には示しー〈いないか、図版21-6も同杜に出土しに漆製品し-ある。）じ状は不町llf,してあるか、

下地に黒漆を 1度だけ塗り、文様にベンガラ漆を用いて、「偽」の文仕を塗りこんでいる，ー］第 9図一

l とは逆こ下地豆こ）は、それ柱丁寧てはなく、人桟の付：｝りは丁尋二ある。こ li）ことか〗 今回□I.
した 2体の漆製品は異なる内容を持っこおり、少なくとも l_．人は明らかに違っ［いる。よだ、それが

製作地及び製作時期の差に上るかは、今後の課坦といえるし

第 9凶ー 2は、同しく休面出土O)jり製環状忙飾品て古）る。被熱し［）だめ大切砥片 7つこりは細片多数と

に分離しており、大型破片についても裏面は前i壊し、表1Aiは風化している（，図は写れ笠により役応し

だ出上状兄にわげる配四に-虎るか、）くさが仔約 1cmて＼ぎさが忙l(｛約 9cminしのて左っだと推：，1［され、

一部繋がらない部分をもつ環状の共飾品と忠われる。大型片の総巾量は17.89 gであるし｝材質の鑑定は、

北洵直開拓叫喜館小林、い．雄氏にお劇いし、わ忙しい中、貴重な叶間を割いて分析いただいた(,nいして

汎｛し＼だし―上―9し分柘は EDSをljjし＼、微訓片の断［川を軽くliff仇して行＇）ており f占果とし \~Sn=

92. 61 %、 Al =4. 79%、Si =2. 15%、Ca =0.45%という仙か得られてし＼る。ただし、 Al、Si、

(̀aについてぱ不純物的存在ということて、＇ tオ質的には純錫系のものであろうという拮論をし＼ただいだ

2 第2号竪穴住居跡（第11-13・3,；［＜］、第，］ ～ 7表、い版 6A ~- 7 A ・ 22 ・ 26) 

検出状況 耕作士を重機で排上した段階で、 05-08区に児色土の落込みがみられたことから、手掘

りて上而を精査しだところ、止径 4m l]り後の楕円形のプランか確巧されだ c 里色ヒにはグ[l灰や液状

化痕により噴出しだ渇色砂(j).:.次堆柏か間層としてみられたが、こ（））時点では確認されていない。掘
り込み面は基本］Pi)戸の 2厨中であると息われるか、耕作か及んでおり、明らかではない＿9

覆土堆積状況 覆土は、炭化物の仕しるM罰こしだシルト質土力贔初に堆柏しだ後、 I＼屑か月柏し

ている。壁際に小さな堆柏かあり、南側罹にはそれが確認できなかったため、罹面を↑1本的に掘り過

第5表 第2号竪穴住居跡覆土土層注記表
色tt1 k色
7.5YR2/1 県色

7. 5YR1. 7 /1 県色

名層
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／
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0
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7

l

l

l

l

l
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1

1

1

a

h

4

b

e
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f

g

 

w
w
渭

渭

珊

珊

渭

V
I
V
I
I
X
X
X
I
-
A
B
C
D
E
F

ヽ
3
'
‘
‘
,
l
_
~

G
n
1
2
心

10YR6/3 

10YR6/2 

IOYRS/4 

10YR4/3 

5 YR3/4 

7. SYRS/3 

5 YRS/I 

5 YR3/4 

5 YR4/6 

5 YRS/8 

10YR4/2 

10YR4/4 

5 YR4/2 

｛こぷし＼t苔色

里色

明褐色
黒色
黒褐色
褐色
：こふし 』｝へ印色

黒褐色
1こぷい黄褐色
1こぷい黄褐色
にぶい黄褐色
褐灰色
灰黄褐色
にぷい黄橙色
灰黄褐色
にぶい黄褐色
にぷい黄褐色
暗赤褐色
にぷい褐色
褐灰色
暗赤褐色
赤褐色
明褐色
灰黄渇色
褐色
灰渇色

土性 粘性 しまり汁，＇人 1勿など
シルト やや％中 Ill耕作上。

中 やや弱），t本層の 1屑〉
弱 弱 心 I--2 mmげ乃I→l,19立大山戻堆炉'; Ta-a上し入
中 やや弱けな腎し7)I「fgi
やや弱 やや弱 叩砂により1Iれさヒかった1，ゎ，！）こ次堆積ぐ'
中 やや弱 J,t,j.;:層の]/f'i 

シル 1、 強蛍 やや強し り［本層の 29Fi( 
砂劉>ルト 弱 中
叩中
中中
やや弱中
中中
やや弱中
中中
やや弱中

シルト 中 中
砂質シルト やや弱中

やや弱中
中中

シルト 強 中
シルト 中 中
粘土質シルト強 中
シルト 強 中
粘土質シルト やや強中
粘上質シルト強 中
シルト やや弱やや強
粘土質シルト中 中
中中

シルト
シルト
シル I
砂
シル 1ヽ

シル 1
シルト
シルト
シルト
シルト
シルト
シルト

シルト
シルト

砂質分が名［ ＇）モナイ 1い多
焼土粒・炭が混じる。
砂少質t分か多い。

炭化物が浪じる。

リモナイトが多く、黒色上粒が混しる。
炭が混じる。
炭・焼士粒が混じる層。
焼土粒・炭が混じる。
骨・灰・焼土粒が混じる灰層。
炭・焼土粒が混じる層。
焼土層。
鉄分を含んだ焼士の影響層。

シルト
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第12図

第6表

第2号竪穴住居跡かまど (1 : 30) 

第2号竪穴住居跡柱穴一覧表
柱穴 平面形 標高 長軸 短軸 深さ 備 考

番号 (m) (m) (m) (m) 

SP 1 不整円形 10.180 0.16 0.14 0.26 

SP2 不整円形 10.180 0. 16 o. 15 0. 19 

SP3 不整円形 10. 120 0.15 o. 14 0.26 

SP4 不整円形 10.170 0.14 0.13 0.16 

SP5 不整円形 10.170 0.15 0.13 0.18 

SP 6 不整円形 10. 180 0. 16 0.14 0.20 

SP 7 不整円形 10.630 0.17 0. 14 0.23 

SP 8 不整円形 10.620 0.23 0.20 0. 22 

SP9 不整円形 10.630 0.16 0.15 0.09 

SPIO 不整円形 10.610 0.18 0. 16 0.24 

SPll 不整円形 10.650 0.19 0.17 0.19 

SP12 不整円形 10. 550 0. 15 0. 13 o. 10 
SP13 不整円形 10.500 0. 22 0.19 0.15 

SP14 不整円形 10.430 0. 11 0.09 0.05 

SP15 不整円形 10.450 0. 17 0. 15 0.22 

SP16 不整円形 10.460 0.11 0.09 0.06 

SP17 不整円形 10.520 0.10 0.09 0.09 

SP18 不整円形 10.520 0.15 0. 13 0.17 

SPl9 不整円形 10.570 0. 12 0. 10 0.06 

SP20 不整円形 10.600 0.20 0.18 0. 21 

ぎていた事が、残したベルトのセクションにより確認された。また床面が東側に微妙に頷斜していた

ことから、東側壁におけるXI層の確認が遅れ、東側堂についても大きく掘り過ぎている。たたし下場

のラインは残った状況から確認された。堆積状況から1X層のにぶい黄橙色シルトを床面・床直と認定

し、それより上位の層を覆土とした。 11、N、VI層は基本層の 1a~  C層にそれぞれ対応する黒色系

シルトであり、 m層には火山灰、 V層に褐色砂が間層としてみられた。 それぞれスクリーントーンで
範囲を図示している。

完掘状況 南東側壁中央に煙道付きかまどを持つ、規模が(4.8)X(4.3)mのかまどに向って窄まる

隅丸三角形をした竪穴住居跡と思われる。

遺物出土状況 本号の遺物は全て覆土出土のものである。西側壁付近に棒状礫がまとまって出土し

たが、土器は破片資料であった。溝状遺構のテラス部分から出土した遺物との接合関係もあるが一括

性を欠いており、流れ込みなどの不確定要素を持つ状態である。これらの出土状況から、本遺構と確

実に伴うと思われる遺物は、発掘調査の段階では特定出来なかった。
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第13図 第2号竪穴住居跡出土遺物 (1 : 3) 

第7表 第2号竪穴住居跡出土土器属性表
挿図 偏体 拓本

種頬 部位
器面躙整 又様 底部 色調

区名 層位 遺物番号
図版
傭考

番号 番号 番号 外面 内面 口縁部 胴部文様帯 胴下部 形状 外面 内面 番号

13-l 52 50 甕 口縁部 横ナデ 慣ナデ IOYR5/l lOYRl 7/1 HP-2 II 4、21 22-27 

縦ハケメ 檎ミガキ 褐灰 黒

黒色処理

13-2 95 220 甕 胴部文様帯 懐ナデ 橋ミガキ 斜刺突 10YR3/l IOYRI 7/1 HP-2 II 2 22-28 

縦ハケメ 黒色処理 黒褐 黒 11 49 
13-3 93 214 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ 横走沈線 IOYR6/3 IOYRI 7/1 04~08 IC 34912), 22-29 

黒色処理 一鋸鯛文 にぷい黄橙黒 35511)、

2段 360.362 

HP-2 罐 24

13-4 227 聾 胴下部文犠帯 縦ハケメ 縦ミガキ 鱚薗文 IOYR2/1 IOYR6/1 HP-2 ll 46 22-30 

黒色処理 黒 褐灰

13-5 226 璽 胴部 縦ハケメ IOYR3/1 HP-2 II 8 [li 22-31 

黒編

13-6 240 甕 胴部 縦ハケメ 横ナデ IOYR5/2 IOYRI 7/l HP-2 瀾 50 22-32 

黒色処理 灰黄編 黒

13-7 224 聾 胴部 縦ハケメ 横ハケメ JOYR3/I IOYR6/3 HP-2 11 51 22-34 

—縦ミガキ 黒褐 にぶい黄橙

13-8 222 聾 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR6/3 IOYR4/l HP-2 11 • 22-35 

黒色処理 にぷい貫橙 褐灰

13-9 223 甕 胴部 機ナデ 縦ミガキ IOYRS/2 IOYR4/1 HP-2 ll 48 22-33 

黒色処理 灰賃褐 褐灰

13-10 48 40 甕 胴部一底部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR6/2 IOYR4/1 HP-2 ¥I 53 22-36 

黒色処理 灰黄褐 撼灰 I ltl/ 

13-ll 70 166 杯 口唇部一体部 機ナデ 横ナデ 横走沈練3条 7. 5YR5/6 7.5''Rl 7/1 HP-2 II l 711 I、20 22-37 

縦ハケメ 橋ミガキ 朋褐 黒

—横ナデ 縦ミガキ

黒色処理

13-12 71 167 杯 口唇部一体部 横ナデ 横ナデ 横走沈線3条 IOYR6/3 lOYRl i/1 HP-2 II 16 l'll2l 22-38 補修孔あ［）

縦ハケメ 横ミガキ にぶい黄橙 零 91 52 

一横ナデ 縦ミガキ

黒色処哩

13-13 255 須恵 壷？ 口クロナデ 口クロナデ 5 B4/1 5 B4/1 HP-2 11 5 22-39 断面の色鯛

器蜜 暗青灰 暗青灰 IORS/6赤

柱穴 床面を精査している段階で、灰褐色の直径10cm前後の円形プランが6基確認され全て柱穴と

した。それらは壁際と竪穴中心線に沿って 2韮ずつ検出されているが、その内一つはかまど火床付近

にも設置されている。他に竪穴外において黒褐色の円形プランが14基見られた。配列をみると SP-

7、8、14、16、17を除くと、かまどの煙道を基準にしてほぼ左右対称に列をなしている。また SP

-14、16、17はそれらだけで直線的に配列しているようにもみられる。ただし竪穴との共存関係は掘
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り込み面が明らかでないため、柱穴としての機能を果たしていたかという事を含め確認できていない。

かまど構造 南東側壁にトンネル型の煙道を持つかまどが検出され、火床より骨・炭化材が確認さ

れている。

焼土、焼土粒範囲 棒状礫が出上した付近から DB-15が検出されたほか、 HE-1に伴う焼土

粒範囲の広がりが竪穴内に落込んでいた。

出土遺物（第13図、第 7表、図版22• 26) 

第13図1~9は表面に縦方向のハケメ調整をした甕の破片であり、 2、5には刺突列が、 4には鋸

歯文が施文される。 3は器圧が薄く 4mm前後の胴部文様帯の破片であるが、多条の横走沈線の上に鋸

歯文を 2段で施文されており、溝状遺構テラス部分の 1C層出・土遺物と接合関係にある。 10は甕の底

部片である。 11、12は杯で同一個体の口縁部片であり、口縁部付近に沈線が3条巡る。 12には径 3mm 

の補修孔がみられる。 13は須恵器の壷の肩部の破片である。外面には鞘轄痕が残っており、裏面はナ

デである。色調は内外面とも暗青灰色 (Hue5 B 4 / l)であったが、断面観察によれば断面中に

薄く挟まれた状態で赤色 (Hue10 R 5 / 6)の部分が確認された。 14は遺物番号55であり、 SP -

4の東側で覆土IX層から出土した敲石である。半分は欠損しているが、正面の図の左側に敲打による

剥離痕がみられる。

3 第3号竪穴住居跡（第14~17・35図、第 8~10表、図版 7B ~ 8 B ・ 18 ・ 22 ・ 26) 

検出状況 耕作土を璽機で排土した段階で、 02-08区から02-09区にかけて黒色土の落込みがみら

れたことから、手掘りで上面を精査したところ、一辺が5m前後の隅丸方形のプランが確認された。

掘り込み面は韮本層 3層の上面であると思われるが、このグリッドは標高が高く、基本層 2層は耕作

によりほとんど失われており、確実には明らかに出来なかった。

覆土堆積状況 はじめにVII層としたシルト質土が堆積しているが、かまど周辺の南東壁にはそれは

確認されなかった。床面中央やや北西よりに HE-7が検出されており、その上にVIb層が堆栢し、

壁際にはVIa層がみられる。このことからVla・Vlb層以下を床面直上の層位とし、それより上位

の層を覆土と認定した。またV層は炭化物混じりの腐植土層とみられ、覆土内に部分的に堆積してい

完掘状況 南東側墜中央やや北寄りに煙道付きかまどを持つ、規模が5.8X6.lmのやや横長の隅丸

方形をした竪穴住居跡である。

遺物出土状況 遣物は南東壁や南西壁隅、かまど火床北西側から集中して出上している。遺物は土

器が多く、層位により覆土と床面直上のグループに分けて理解できた。覆土出土の士器は、破片資料

と一括出土のものに分類でき、本遺構の西側にみられる落込みや第4号竪穴住居跡の床面直上の遺物

と接合関係を持つものも確認された。一括出土の土器は、廃棄行為によるものと思われる。また西側

の落込みの遺物と接合関係にある遺物は、覆土がN層で埜本層の 3屑上面であるものが多い。床面直

上とした軋層では、かまどに向って左側から坪3個体が一括で出土しており、発掘調査段階では遺物

の出土状況から本遺構と伴う遺物と考えた。なお、その内第16図ー 8に示した杯は、溝状遺構の覆土

2層との接合関係が確認されている。

柱穴 床面を精介している段階で、灰褐色の円形プランが 9基確認され全て柱穴とした。竪穴床面

の北側隅に 3埜みられ、残りはそれぞれの隅に 2基ずつみられた。他に竪穴外においても直径10cm前

後の黒褐色の円形フ゜ランが16基見られた。これらは竪穴を取り囲むようにほば等間隔で検出されてい

る。ただし竪穴との共存関係は掘り込み面が明らかでないため、柱穴の機能を果たしていたかという

事を含め確認できていない。
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第15図 第3号竪穴住居跡かまど (1 : 30) 

第8表 第3号竪穴住居跡覆土土暦注記表
直構名層名色相 土色 土性

竪穴覆土 I ]0YR]．7/1 黒色 シルト

II llJYl<.3/1 黒褐色 シルト

ill a 7. 5YHL 7/1 黒色 粘土質ンルト

illb lOYl,3/2 黒褐色 シルト

W ]〔I¥R4/2 灰黄褐色 シ）レト

V 2,〕¥-1/1 黄灰色 シ）レト

v1a lOYR、S/3 にぷし，缶糾色 シルト

Vlb IOYR5/2 灰笛褐色 粘土質シルト

珊 IOYJ,4/1 褐灰色 シルト

A IOYR4/4 褐色 シルト

B 111YR5/4 にぶい笛褐色 シルト

C JIJYR4/2 /）二心褐色 シルト

D lllYR6/4 : :、,．＇・'貨橙色粘土臼／＇し 1

F 5 YR3/4 賠介褐色 シルト

F 5 YR3/6 賠赤褐色 粘＿十質／）レト

G 7. 5YR6/2 灰褐色 粘土質シルト

H 5 YR4/6 赤褐色 粘土質シルト

I IOYR4/2 灰黄褐色 シルト

(1) IOYRS/3 にぷい黄褐色 シルト

I 5 YR3/4 暗赤褐色 シルト

II 5 YR4/l 褐灰色 シルト

ill lOYRS/2 灰黄褐色 シルト

I 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

カマド覆士

HE-7 

c-1 ・ 2 

枯性 しまり

やや弱 やや弱

やや弱中

強中

やや弱 やや強

ベ` や強 やや強

や，ら強中

1「中

やや強 やや弥

強 中 ＿i炭か混じる。基本屈 5k4起源。
やや強中

やや強中

やや強中

やや強ゞ］ x＼，圧

中中

やや強中

やや強 やや弱

中中

やや強中

中中
やや強中

中中

中 やや強

やや強 やや強

只人物なこ

微量の炭が混 I／り

炭．にぶい黄朽い (IOYR6/4) シルト混じり。

炭が渭じる。

閃＇ 9.！！』しる
砂'i→i9r]'を含む。

鉄分多"¥ 

灰層・炭・骨・焼 I.粒か混しる 3
灰層。

多量の骨が混じる灰層。

焼土層。

炭・骨が混じる焼土層。

炭・骨・焼土粒が混じる灰層。

焼土の影響層。

HP-3の旧層・炭層の範囲。
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第9表第3号竪穴住居跡柱穴一覧表
杜穴 平面形 標高 長軸 短軸 i架さ 備 考

番号 (m) (m) (m) (m) 

SP 1 不整円形 10. 000 0.13 0.12 0.17 

SP2 不整円形 10.000 0.14 0. 13 0.26 

SP3 不整円形 10. 000 0.15 0.12 0. 16 

SP 4 不整円形 10.000 0.08 0.07 0. 19 

SP5 不整円形 10. 000 0.12 0.11 0. 19 

SP6 不整楕円形 10. 470 0.17 0.15 0.20 

SP 7 不整円形 10. 450 0. 22 0.20 0.26 

SP8 不整円形 10. 460 0.16 0. 13 0.30 

SP9 不整楕円形 10.430 0. 14 0. 12 0. 17 

SPlO 不整円形 10.390 0. 15 0. 12 0.42 

SPll 不整円形 10.470 0. 16 0.14 0.37 

SP12 不整円形 10. 410 0.16 0. 15 0.27 

SP13 不整円形 10. 360 0. 16 0. 14 0.16 

SP14 不整円形 10.450 0. 14 0. 13 0. 17 

SP15 不整円形 10.460 0.18 0.15 0.20 

SP16 不整円形 10.380 0.20 0.18 0.29 

SP17 不整楕円形 10.390 0.24 0.21 0.35 

SP18 不整円形 10. 420 0.22 0.18 0.36 

SP19 不整円形 10. 450 0.19 0.17 0.33 

SPZO 不整楕円形 10. 500 0.22 0. 17 0.36 

SP21 不整円形 10.000 0.13 0. 11 0.26 

SP22 不整円形 9.990 0.19 0.18 0.34 

SP23 不整円形 10.000 0.22 0.20 0.28 

SP24 不整円形 10.000 0. 14 0. 12 0.26 

かまど構造 南東側壁に煙道つきのかまどが検出された。またかまどの袖も確認され、袖の部分は

被熱により一部赤味がかっていた。火床には炭混じりの骨層が確認されている。

焼土、焼土粒範囲 竪穴の床面中央やや北西よりに HE-7が検出された。

出土遺物（第16• 17図、第10表、図版18• 22 • 26) 

第16図ー 1は口縁部が開いている甕である。文様はなく、調整痕のみである。 2は口唇部付近でや

や内傾気味に成形された小型の甕であり、胴部文様帯に横走沈線を持たず、多条の斜沈線を鋸歯状に

展開した文様が施文されている。底部には直径 2mm程度の丸い窪みが無数にみられた。 3も口縁部の

状態は似ているが、胴部は張り出しており、全体的に丸型の器形である。文様はハケメ工具を斜めに

押圧した刺突列で構成されており、上から斜めの向きを互い違いにした刺突列が5段、それと 2列ず

つ鋸歯状に展開した剌突列が1段、合計6段の刺突列が施文される。また上から 3段までとそれ以下

では、エ具の幅が異なっており、 5段目の上下の境界に沈線を 1条ずつ巡らせている。第17図ー10~

13は矢羽根状剌突列を持つ口縁部片である。 14は口縁部付近で段状に屈曲しており、横走沈線が 3条

巡らされる。 15は貼付帯上に沈線を鋸歯状展開させた小型の甕である。 16は無文の甕の口縁部片であ

る。 17は口唇部は欠損しているが、刺突列が施文される口縁部片である。 18~20は胴部文様帯の破片

であり、横走沈線を持たず交叉文や斜沈線の組み合わせで施文される。 21は胴下部文様帯の破片であ

り、矢羽根状刺突列とその下部に貼付けがみられる。 22~24は胴部片であり、 25は底部片である。

第16図ー 4~9は復元された杯である。 4~8までは高台杯であり、 9は欠損のため不明である。

4、6は口縁部に、 5には底部側縁に沈線が巡っている。 4、5は揚げ底であり、 7、8は平底であ

る。第17図ー26~27は杯の口縁部片であり、沈線が巡る。 28~32は杯の体部片であり、 28は途中に段

を持つ。 33は覆土出土の娃化木の接合資料である。点線部は砥面の可能性もある。 34は覆士出土の円

礫であり、表面の最頂部の平滑さを見る限り、磨石である可能性もある。 35は半分欠捐しているが凹

石である。 36~38はピエス・エスキーユである。原石面の角度から直径5cm以下の黒曜石の円礫を用

いたものと推定される。
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第10表 第3号竪穴住居跡出士土器属性表(1)

戸叫種： Iロニ□勺〗 1 11柑氾
縦ハケメ

屁,¥I,

•11,,1',-- |II状

3!> 1',Ila合：尻I'|研+
れす 、 ら ， 

l、，ら，

19'・

塙 f'上

土 1 ;^,｛甲

怜.''

ぃ
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9
:
J
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三.·•1 :::::::~, I ::"' 
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1 9 4 7 

48. 4 9 

94. IOO 

101.106 
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第10表 第3号竪穴住居跡出土土器属性表(2)
挿図 個体 拓本

糧讀 郎位
器面調整 文様 底部 色躙

区名 層位 遺物番号
図版
鐵考

番号 番号 番号 外面 内面 口縁部 胴部文様帯 胴下部 形状 外面 内面 番号

17-16 56 甕 口唇部 横ナデ 慣ナデ IOYR2/1 IOYR2/l HP-3 IV 15 22~46 

ーロ緑部 縦ハケメ 鑽ミガキ 黒 黒

黒色処理

17-17 109 甕 口縁部 噴ナデ 横ミガキ 慣走沈線 1条 縦沈線 10YR2/3 IOYRl 7/1 HP-3 m 86 22-4i 

黒色処理 —斜剌突 —糾沈線 黒褐 黒

17-18 23 甕 胴部文様帯 横ナデ 襴ミガキ 鋸躙文 IOYR4/3 IOYR3/4 HP-3 IV 154 22-48 

黒色処理 4側剌突列 にふい貴褐 疇燭

17-19 22 甕 胴部文様帯 横ナデ 横ミカキ 斜行沈線 矢羽摂状剌突 !OYR5/3 10YR2/2 HP-3 N 148 22-49 

黒色処理 黄褐 黒襴

17-20 40 24 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 槽ミガキ 鋸菌文2段 10YR2/l IOYRl 7/l HP-3 IV 95 101 22-50 

黒色処理 黒 黒

17-21 38 20 甕 胴下部文様帯 績ナデ 横ミガキ 矢羽恨状剌突 10YR5/4 IOYR3/l HP-3 IV 98、107 22-51 

～胴部 黒色処理 横走沈線 にぷい黄喝 黒襴

"~22 228 甕 胴部 斜 Iヽ ケメ 縦ミガキ 7 5YR5/4 7 5YR2/l HP-3 N 89 22-52 

黒色処理 iこふい渇 黒

17-23 96 230 甕 胴部 縦ハケメ 縦ミカ・キ IOYR8/2 lOYRl 7/1 HP-3 D 112 22-53 

柵ハケメ 黒色処理 灰白 黒 IV 149 

1 7→24 98 236 甕 桐部 横ナデ 縦ミガキ 7 5YR4/6 2 5Y7/2 HP-3 N 140 144 22-54 

褐 灰黄 01-08 2 88 

17-25 237 甕 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ 10YR3/l IOYR</1 HP-3 IV 84 22-55 

黒色処哩 黒褐 襴灰

17-26 68 杯 口唇部～体部 慣ナデ 横ナデ 横走i尤線3条 10YR7/3 IOYR8/3 HP-3 N 91 22-56 

縦ミガキ にぶい黄橙 浅貴橙

17-27 58 杯 口唇部一体部 横ナデ 鑽ミガキ 横走沈線 1条 IOYRL 7/1 IOYRI 7/1 HP-3 IV 82 22-57 

黒色処理 黒 黒

17-28 232 杯 体部 斜ハケメ 横ミガキ IOYRS/4 IOYR5/2 HP-3 IV 7 22-58 

黒色処理 にぷい責褐 灰黄褐

17-29 97 235 杯 体部 構ナデ？ 横ミガキ lOYR7/3 IOYRL 7/1 HP-3 l'1 13 16 22-59 曙滅

黒色処理 にぶい黄橙黒

17-30 229 杯 体部 斜9ヽケメ 横ミガキ 10YR6/4 10YR6/l HP-3 IV 9 22-60 

黒色処理 にぷい黄橙 纏灰

17-31 233 甕 体部 斜ハケメ 縦ミガキ IOYR6/3 10YR4/l HP-3 N 12 22-61 

黒色処理 にぶい黄橙 褐灰

17-32 234 甕 体部 斜ハケメ 横ミガキ IOYRS/4 IOYR2/l HP-3 N 10 22-62 

黒色処理 にぶい黄褐黒

4 第4号竪穴住居跡（第18-20・ 35図、第11~13表、図版9A-lOA ・ 19 ・ 21-23 ・ 26) 

検出状況包含層 3層上面の調査中、 02-09区と03-09区にかけて黒色土の落込みがみられた。は

じめは旧河道跡と認識していたが、グリッドラインに沿って調査を進めていた所、掘り込みのある遺

構である事が確認された。また東側の一部が発掘区外であった事から、発掘区を拡張して遺構全体を

調査したが、この部分には撹乱が及んでいた。掘り込み面は基本層序3層の上面であると思われる。

遺構は旧河道に向かって斜めに傾斜した場所に構築されているため、西側壁に比べて東側壁は低く

なっていると思われるが、東側に大きな撹乱を受けている事や、堆積状況が判別しにくかったことか

ら、その付近のセクションについても不明瞭であり、実際の壁高については明らかに出来なかった。

覆土堆積状況 堆積は壁際にXI層とした炭化物の混じった灰黄褐色のシルト質の土が堆積し、その

後も西壁側から土壌が入り込み、河川の影響を受け、東側に引きずられる形で順に堆積したと思われ

る。 V][層、 IX層はともに炭化物の混じる褐灰色の粘士質シルトであったが、壁際に灰黄褐色のシルト

が堆積していた事から分層して認識した。ただし土質が非常に近い事から、同じ流れの中で堆積した

ものと捉え、 V][層以下を床面直上の層とした。

完掘状況 北側隅に大きな撹乱を受けていたため全体の 4分の 3程度の検出であるが、南西壁中央

やや西寄りに煙道付きかまどを持つ、規模が6.4X(6. 7)mの隅丸の平行四辺形をした竪穴住居跡と思

われる。

遺物出土状況遺物は床面直上の層からの出土が多く、中央やや東よりの DB-14上面、かまど

火床付近、かまどに向って左側の南西壁側に遺物のまとまりがみられた。遺物は土器が多く、層位に

より覆土と床面直上のグループに分けて理解できた。覆土出土の土器は、破片資料のものであり、廃

棄行為によるものではないと思われる。床面直上としたV][層からは、杯や甕が一括状態で出土した他、

破損品ではあるが須恵器の短頸壷が床面で出士し、同じく破損品で紡錘車がDB-14の上面から出
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土しており、これらの遺物は発掘調介段階における出土状況から本追構と伴う逍物と考えている 0

柱穴 主柱穴か 3基確認ぎれだ他に 東側聖中央付近に 2ヶ所、直径lOcml'）、ドの柱八か検出されて

いる。主柱穴の配列状況から、本来は 4基あっにと考えられるが、後の撹乱のために失われている。

かまど構造 南東壁中央やや西よりに確認された煙姐つきのかよどである。火床には厚さ最人で約

3 cmU)骨層が確認されている。

焼士、焼土粒範囲 休血中央やや北西よりに焼士が l基検出され、それに伴うと思われる焼l：粒の

範lli1がその南側に広がっている c

出土遺物（第19・ 2(）図、第13表、図版19・ 21-23 ・公6)

泊19図ー 1は大型の甕である。口縁部は開いており、横走沈線の上から矢羽根状刺突列か施文され、

桐晶文様雷は多条横走北線の上から鋸歯文を 2段施文し、間に伍下かけい「）余斗刺突列か押庄されている

内面の黒色処理は丹怠であるか、成形時の輪積み狼が所々に確認でき、粘士紐の船は lcm-2cmであ

るC 2はl、平部のみ復元された小型の甕であり、第20図ー18は同一個体である（、現状で、やや歪んだ

器形になっている。刷部文椋常に多条の計め沈線による鋸歯文か施文，＂れており、桐下部［様帯には

2条単位の斜め沈線による鋸歯文が展開する。 3、4は甕の桐部～底部片である。第20l叉1-12-13は

甕の口名対合I'¥片て虎 I］、全て[―l端部付近て内傾する器形て主る'， 13は見蹄形の囲饒誓が押[I"れる。 14.

17は甕の胴部文様帯の破片てある。 15・ 16 ・ 18-21は胴部、底部片てある。

第11表 第4号竪穴住居跡覆土土暦注記表
遺構名 層名色相 L色 土性 粘性 しまり粒人物など

竪穴00'I: l IOYR3/l 虫褐色 粘土質シルトやや弼強 現代(/)撹乱層て、砂利・礫Iか(;}れる。

Il 10YR4/l 褐灰色 シルト やや切やや強、’t'，色 j：粒か混 Iる，9
皿 IOYR4/6 褐色 粘土質ミ／＇し卜中 中 庁fl物が涅ビ 9'

IV 7, 5YR1. 7/1'且色 粘土質ノ’'し卜中 中 中（い）腐植」If叶

V IOYR4/l 褐灰色 シルト ややりり中

Via IOYR5/3 にぶい缶褐色粘士質ンルト やや強中

Vlb 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 中 中 次化物か混しる，

¥l c 10YR6/2 灰黄褐色 粘土竹ノ，！レト やゞ ＂｝りやや弓弓

¥Il 10YR4/] 褐灰色 粘工切／）レト やゞ,:<li 中 ：兄化物か涅ii /'), 
Vlll 10YR5/2 灰黄紀色 シ）し！ ぺ＇9:凶強
IX 10YR4/1 褐灰色 粘土Tiノルトやや強中 炭化物か糾 1，る。

X 10YR4/4 褐色 シルト やや1沿やや必砂質分が名い。

XI 10YR4/2 灰黄褐色 シルト やや弱やや怖炭化物か此しる。

りマ覆土 ＼ 10YR6/:' 灰黄褐色 シ）し 1 ＼、や弱中

TI 10YR5/］ 渇仄(1」 、9,＇,＇い弱中

(＿̀ 10YRb/4 にふし閥橙色シルト やや弱中 砂質分か名い。

I) 10YR5/］ 褐！火色 ／ルト やや弱中

I•: 10YR5/3 にふし廣褐色シルト やや弱中 炭化物／）‘Ileじる。

I・ lOYR'i/2 仄苗褐色 ／ルト 中 中 庚化物り・且しる

(J 7, 5Y R l. 7/ 1 ,Et'（h /'レト やや弱ン:9,：弱穴層
H lOYPS/3 I＼必橙色 粘 L質シルト やや強やや弱骨層，
I 7. 5YR1/2 ／火褐色 粘 t質シルト弱 やや強焼土匹，9

HE  9 L 5YR(i/l 褐I火色 ／）レト 中 中 炭か紅 I_，る被熱胴，9

Il lOYRS/3 ：こ：．’、 1黄褐色ンルト やや弱中 砂質'，f，り多し＼

DB-14 1 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルトやや頭中 炭化物・骨・焼土粒が混じる灰層。

第12表 第4号竪穴住居跡柱穴一覧表
柱穴 平面形 標高 長軸 矩i軸 沿ビさ | 脩 考

番号 (m) (ml (m) (m) 

SP 1 不整楕円形 9 780 0.27 0.23 0.49 
SP 2 不整楕円形 9 760 0.30 0.23 0.56 
SP 3 ォ＜整円形 9 680 0.30 0.28 0.46 
SP4 不整円形 9.760 0. 11 0.09 0.20 
SP 5 不整円形 9.740 0.09 0.07 0. 11 
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第4号竪穴住居跡 (1 : 60)およびかまど (1 : 30) 
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第13表第4号竪穴住居跡出土土器属性表
挿図 個体 拓本

種類 部位
器面躙整 て様 底部 色調

区名 層1立 遺物番号
図版
傭考番号 番号 番号 外面 内面 口縁部 胴部文様帯 胴下部 形状 外面 内面 番号

19-1 27 甕 口轡部一 横ナデ 鑽十デ 横走沈練 5条 績走沈線 斜剌突 IOYRS/3 IOYRI i/1 HP-< II 64 65 66 

戸19-l 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ —斜剌突 5 列 ヽ鋸歯文 2段 にふい黄褐黒 67,68 70 

横Iヽケメ 縦ミガキ 間斜剌突 74 77 79 

縦 Jヽ ケメ 黒色処壇 100 

カマド 115 

03-09 撹乱⑯

19-2 21A 小甕 胴部一底部 縦ハケメ 横ミガキ 鋸繭文 竃菌文 笹痕 IOYR4/2 10YR3/l HP-4 II 45 46,47 l9-2 

縦ミガキ 灰黄褐 黒褐 48 49 72 

黒色処理

19-3 22 9)ヽ甕 胴部～底部 斜ハケメ 縦ミガキ 笹痕 lOYR5/l JOYR1 7/1 HP-4 II 69、8499 19-3 

黒色処理 褐灰 黒

19-4 12 甕 胴部～底郎 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR?/4 1DYR2/2 HP-4 II 83、851引 19-4 

縦ミガキ 黒色処理 にぶい黄橙 黒褐 カマド 80

19-5 17 高台杯 口轡郎～底郎 横ナデ 横ハケメ 讚走沈織 1条 撼げ底 10YR8/3 IOYRI 7/1 HP-4 ¥'. ¥I 141 19-8 

横ミガキ —横ミガキ —斜刺突 浅黄橙 黒 II l l ̀  1 2、13、
横ハケメ 14 16 17. 

4縦ミガキ 18 I 9 20、

黒色処理 59 

19-6 11 晶台杯 口轡部一底部 横ナデ 横ナデ 横走沈線 l条 擦痕 IOYR7/4 10YR6/l HP-4 II 85 19-7 

縦ハケメ 横ミカ・キ iこぶい黄橙 褐灰

•横ミガキ 縦ミガキ

黒色処理

19-7 5 高台杯 口唇部一底部 横ナデ 横ナデ 横走沈線 2条 砂底？ IOYR7/4 lOYRl i/l HP-4 II 811 l 1 19-5 

横ハケメ —横ミガキ にぶい黄橙黒

—横ミガキ 縦ミガキ

黒色処理

19-8 1 高台杯 ロ1!1部～底部 横ナデ 慣ナデ 慣走沈線 2条 十字の 10YR7/3 2 5Y3/1 HP-4 ¥1 82 19-6 

縦 Jヽ ケメ 縦ミガキ 刻み にぶい黄橙 黒褐

4貴ミカ～キ 黒色処理 1燒成後）

19-9 IOI 短頸壷 口唇部 ロクロナデ ロクロナデ 5 PB4/1 5 R3/l HP~4 II 108 22-63 断面の色

ーロ縁郎 暗青灰 暗赤灰 • 
5RP4/I 

暗紫灰

自然釉

20-10 33 4 聾 口唇部一 横ナチ 横ナデ 横走沈線 5条 横走沈線 10YR5/3 lOYRI 7 /I HP-4 ¥I 114 22-64 

胴部文様帯 縦9ヽケメ 横ミガキ →矢羽根状剌 —鋸歯文 にぷい黄襴黒 03-09 撹乱 ll● 

黒色処理 突

20-11 51 49 甕 口唇部一 慣ナデ 横ナデ 横走沈線 4粂 横走沈線 IOYR3/2 lOYRl 7/1 HP-4 ¥I 110、111 22-65 

胴部文様帯 縦 Iヽケメ 慣ミガキ —糾剌突 2 列 —鋸歯文 黒褐 黒 116 

黒色処理

20-12 57 賽 口唇部一 鑽ナデ 横ナデ 横走沈練4条 1DYR6/3 10YR2/1 HP-4 II 57 22~66 

口縁部 —横ミガキ 4斜剌突 3列 にぷい黄橙黒

黒色処理

20-13 56 76 甕 口唇部～ 横ナデ 慣ナデ 横走沈線 4条 斜行沈織 10YR7/l 10YR2/2 HP-4 IV 117 120 22-67 
口縁部 懺ミガキ 囲饒帯 灰白 黒褐

黒色処理

20-14 5 甕 胴部文樺帯 縦ハケメ 鑽ミガキ 憤走沈糠 斜刺突 IOYRS/3 IOYR5/l HP-4 II 113 22-68 

一胴部 横ハケメ 黒色処理 一鱚纏文 にぷい貴掲 褐灰

20-15 241 甕 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR7/2 IOYRt 7/1 HP-4 II 107 22-69 

黒色処理 にぶい貴橙黒

20-16 242 甕 扉部 縦ハケメ 横9ヽケメ lOYR6/2 10YR4/l HP-4 II 89 22-70 

＾縦ミガキ 灰黄褐 渇灰

黒色処理

20-17 103 甕 胴部文様囀 襴ナデ 横ナデ 犠走沈線 IOYR5/2 lOYR3/l HP-4 IV l?6 22-71 

～胴部 黒色処理 —糾齋LJ突 灰黄褐 犀褐

20-18 6 甕 胴部文攘帯 縦ハケメ 縦ミガキ 鋸歯文 鋸菌文 10YR4/2 10YR3/1 HP-4 IV 133 22-72 

一胴部 黒色処理 灰貴揚 黒褐

20-19 129 聾 胴部 横ナデ 縦ミガキ 7 5YR6/6 7.SYRl 7/1 HP-4 ¥',¥] 142 22-73 

轡 黒

20→20 247 甕 胴部 縦ハケメ 讀ハケメ IOYRS/3 lOYR7/l HP-4 II 31 22-74 

縦ミガキ にぷい黄襴 灰白

20-21 246 甕 胴部 横ナデ 縦ミガキ IOYR6/2 IOYR3/I HP-4 II 8~31 22-75 

黒色処理 灰黄撼 黒撼

20-22 41 25 杯 口唇郎一体部 横ナデ 横ナデ 讚走沈織 3条 IOYR4/l IOYR3/l HP-4 II 87 109 22-76 

縦ミガキ 燭灰 黒褐

黒色処理

20-23 78 180 杯 口唇郎一体部 鑽ナデ 慣ミガキ IOYRI 7/1 IOYRI i/1 HP-4 II 15 27,28 23-1 

黒色処理 黒 黒

20-24 75 I 74 杯 口唇部～1本部 横ナチ・ 横ミガキ lOYRl 7/1 IOYRl 7/1 HP-4 II 7 9 23-2 

黒色処理 黒 黒

Z0-25 177 杯 口1!1部一体部 横ナデ 績ミガキ 10YR7/2 lOYRl 7/1 HP-4 II 37 23-3 

黒色処理 にふい黄橙 黒

20-26 60 江 口唇部～体部 横ナデ 横ナデ 横走沈線 3条 IOYR7/4 IOYR6/2 HP-4 II 60 23-4 

にぷい黄橙 灰黄褐

20-27 74 172 杯 体部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR7/3 IOYRI 7/1 HP--4 II 2 3,30、 23-5 

4貫ナデ 黒色処理 にぷい黄橙 黒 32 34、36

20-28 176 杯 体部 縦ハケメ 横ミガキ 10YR7/2 IOYRI 7/1 HP-4 II 1 23-6 

4貫ナデ 縦ミガキ にぶい黄橙 黒

黒色処理

20-29 76 175 勾 体部 横ナデ 縦ミガキ 10YR4/l IOYRI i/1 HP-4 II 35、58 23-7 

黒色処理 褐灰 黒

20-30 178 杯 体部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR7/2 lOYRI 7/1 HP-4 II 43 23-8 

一鑽ナデ 黒色処理 にぶい貴橙 曝

20ペ31 243 杯 体部 鑽ミがキ 縦ミガキ IOYR6/3 IOYR2/I HP-4 II 92 23-9 

黒色処理 にぷい貴橙 黒

20-32 13 紡鍾• ミガキ lOYRl 7/l HP-4 II 4 6 25,33 21-7 半分欠損

黒

39 



第19図ー 5~8は復元された高台杯である。全て口縁部に沈線が巡っており、 5は2条の沈線の間

に右傾斜の刺突列が施文されている。 6は口縁部に太く浅めの沈線がみられる。 5、8はやや揚げ底

気味であり、 8には「X」の刻印が見られ、これは焼成後刻み込まれたものである。他は平底である。

第20図ー22~26は杯の口縁部片であり、 23、24、25はやや外反気味である。 22、26には数条の沈線が

巡る。 27~31は杯の体部片である。

32は半分欠損しているが紡錘車である。大きさは約6.7cmで孔の直径は約1.2cm程度と予想される。

孔はほぼ真っ直ぐである。外面は丹念に黒色処理が施されており、両面、側縁ともミガキである。

第19図ー 9は須恵器の短頸壷の口縁部～頸部の破片である。頸部がきつく湾曲し、口端部で屈曲す

る器形である。外面の観櫨痕はナデ消されている。外面の色調は暗青灰色 (Hue5 PB 4 / 1)で、

内面は暗赤灰色 (Hue5 R 3 I 1)であったが、断面の色調は暗紫灰色 (Hue5 RPR 4 / 1)であ
る。一部自然釉がかかる。

33は床面直上としたW層出土の敲石である。両側下半部と下端とに敲打痕がみられる。 34は覆土N
層出土の砥石である。図の点線部を砥面として使用したものである。裏面の右側に敲打痕がみられる。

35は大半欠損しているが砥石である。図の点線部を砥面として使用している。

5 第5号竪穴住居跡（第21• 22 • 35図、第14~16表、図版10B ~ 11 B • 19 • 23 • 27) 

検出状況 包含層調査中、 06-08区の発掘区南東隅に黒色土の落込みがみられた。竪穴住居跡であ

る可能性があったため、発掘区を拡張して上面を精査したところ、直径4m前後の楕円形をした黒色

士の落込みが確認された。黒色土には火山灰の薄い間層が挟まっていた。竪穴住居跡の南東隅にあた

る敷地境界の石杭にかかるところはそのままの形で残した。掘り込み面は甚本層序の 2層中であると

思われるが、耕作が及んでおり、確認は出来ていない。

覆土堆積状況 はじめに XV層としたシルト質土がかまど付近に入り込み、その後XIV層が竪穴

内に堆積している。その時点で壁際の堆積が進み、 VI層以下は順に全面に堆積している。またこの段

階では、覆土の層分類が不明瞭であったため、 I~N層の黒色系シルトからの出土遺物を 1、V~W

層の黒褐色系シルトからの出土遺物を II、VDI~xv層のにぶい黄褐色系シルトからの出土遺物を1II
とし、 1IIについてを床面直上のグループと認識して調査を進めた。
完掘状況 東側壁の中央やや北寄りに煙道付きかまどを持つ、規模が4.4X4.7mのやや横長の隅丸

方形をした竪穴住居跡である。

遺物出土状況 遺物は上記の分類でIと1IIのグループに分類した層位からの出土であり、その多く
は中央やや北西側から散在して出土しており、その主体は礫であった。土器は復元土器 1個体と破片

であったが、復元土器は覆士からの出土であり、床面直上のグループについても一括性を欠いており、

流れ込みなどの不確定要素を持つ状態であった。これらの出土状況から、本選構と確実に伴うと思わ

れる遺物は、発掘調査の段階では特定出来なかった。接合関係については、復元土器が北西側の発掘

区の遺物と接合した程度である。

柱穴 竪穴内に 7甚の柱穴が確認された他に、竪穴外にもほぼ円形のプランをした柱穴が遺構を取

り囲むように検出された。ただしこれも同時期のものであるかは不明である。また竪穴内においては

床面を精査したにも拘わらず、他の竪穴住居跡でみられたような主柱穴と思われる柱穴は確認出来な

かった。

かまど構造 東側壁中央やや北寄りに確認された煙道つきのかまどである。火床の焼土層の厚みは

非常に薄かったが、それが掻き出しによるものか、使用頻度によるものかは不明である。また煙道部

のDa、Db層は火床付近では判別が困難であった。
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第21図 第5号竪穴住居跡 (1 : 60)およびかまど (1 : 30) 
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第14表
百
竪穴覆土

カマド覆土

第5号竪穴住居跡覆土土層注記表
層名色相 土色 土性

I 7. 5YR2/l 黒色 シルト

II 7.5YR1.7/l 黒色 砂質シルト

fil 7. 5YR5/4 にぶい褐色 砂質シルト

N 7.5YR1.7/l 黒色 シルト

V lOYR3/l 黒褐色 シルト

VI 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

W IOYR2/l 黒色 粘土質シルト

¥I 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト

IX 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト

X 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト

XI 10YR5/l 褐灰色 シルト

湿 10YR5/6 黄褐色 シルト
渭 10YR4/l 褐灰色 シルト

1ll' 10YR4/3 にぷい黄褐色 シルト

X¥' 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト
A 7. 5YR5/3 にぶい褐色 シルト

B 10YR7/4 にぷい黄橙色砂質シルト

C 10YR5/3 にぷい黄褐色 シルト

Da 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト

Db 10YR7/3 にぶい黄橙色 シルト

E 10YR5/l 褐灰色 シルト

F 5 YR6/4 にぶい橙色 焼土層

G 2. 5YR5/6 明赤褐色 焼土層

3 10YR7/4 にぶい黄橙色砂質シルト

4 a 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質シルト

4 b 10YR7/6 明黄褐色 シルト

5 10YR5/2 灰黄褐色 シルト
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混入物など

炭化物と褐色土粒が混じる。

しまりのない腐植土層。

Ta-a。
腐植土層。

炭化物が混じる。

明褐色土粒が混じり、炭化物が多く混じる。

VI層より多くの炭化物が涅じる。

砂質分が多い。

リモナイトが多い。

リモナイトが多い。

黒色土粒が混じる。

炭化物・明褐色士粒が混じる。

黒色土粒が混じる。

古い時期の撹乱？

リモナイトが多い。

リモナイトが多い。

煙道覆土。大粒の炭化物が多い。

若干の灰と、炭化物等を含む。

ややリモナイトが多い。基本層 3層と同じ。

リモナイトを多く含む。基本層4a層と同じ。

炭化物多く含む。基本層 5層と同じ-"-

出土遺物（第22図、第16表、図版19・23・27)

第22図ー 1は小型の甕であり、 2は同一個体片である。口縁部は口端部でやや内傾しており、沈線

と剌突列が施文される。胴部文様帯の文様は、はじめに正面に 2条の縦沈線を引き、それを菱形に囲

むように沈線を施文している。その対局には縦の綾杉文を 4列施文し、そこから左右それぞれに90° 

回転した位置に同様の綾杉文を施文しており、結局 1ヵ所は菱形文様、 3ヶ所は綾杉文が施文された

ことになる。その文様の間に一部重なりながら、右傾斜の 2条 1組の斜沈線を一定間隔で施文し、そ

の後左顛斜の 2条 l組の斜沈線をその間に施文しており、結果網目状の文様となっている。 3は甕の

口縁部片である。口縁部の沈線は幅広く、段状を呈している。 4、5は甕の胴部片である。 6は杯の

体部片である。 7は半分欠担しているが覆土出土の砥石であり、全部で 3面使用されている。なお、

砥面の中に記した線で囲まれた部分は、鋭いエ具で切り込んだような跡が観察された。
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第15表 第5号竪穴住居跡柱穴一覧表
柱穴 平面形 標高 長軸 短軸 深さ 備 考

番号 (m) (m) (m) (m) 

SP 1 不整円形 10.080 0.12 0. 10 0.13 

SP 2 不整円形 10. 050 0.06 0.05 0. 12 

SP3 不整円形 10.040 0.08 0.06 0.11 

SP4 不整円形 10. 080 0.05 0.04 0.12 

SP 5 不整円形 10.540 0.12 0.10 0.13 

SP6 不整楕円形 10.500 0.13 0.09 0.13 

SP7 不整楕円形 10.480 0.14 0.10 0.16 

SP8 不整円形 10.450 0.10 0.08 0.11 

SP9 不整円形 10.550 0.08 0.06 0. 12 

SPlO 不整円形 10. 550 0. 13 0. 11 0. 16 

SPll 不整円形 10.540 0.11 o. 10 0. 12 

SPI2 不整円形 9.980 (0.06) (0. 05) (0.18) 

SPI3 不整円形 10.030 (0.08) (0.06) (0.19) 

SP14 不整楕円形 10.090 (0.12) (0.09) (0. 17) 

,.---・・・ー→`

乏 曹〗4

毒［

雹V
゜

10cm 

第22図第5号竪穴住居跡出土遺物 (1 : 3) 

第16表 第5号竪穴住居跡出土土器属性表
挿番 図号 1番園1号.. ば 種類 部位

ズ 9●.."' -9 芦墨

い形、"状’ 
μ』這！＇

[,(名 柑fヤ ,I!9加ぶ号 図昏 阪だ・ 媚考
外面 内面 IJ縁部 胴部文様帯 胴ド部 外面 内直i

22-1 7 小甕 11唇部～底部 横ナデ 横ナデ 横走沈線3条 一部枝杉文で 糸斗磨ll突 掠痕 7 3YR5/6 IOYRI ;/1 IIP 5 I 2 3 6 l 9 -9 
縦9ヽ ケメ 横ミガキ ーク矢羽根状 残りは格子文 明褐 緊

—横ミガキ 縦ミガキ 刺突2段
患色処画

22-2 7 甕 n臀部 横ナデ 横ナデ 横走；尤線2条 格子状沈蒻 7 5YR5/6 ; 5¥Rl ;/I 未；1：氣！ ， 2310 
～胴ド部文様 横ミガキ 一社魚l」突 朋褐 甲

帯 黒色処理

22-3 256 甕 n科部 横ナデ 横ミガキ 橘む尤棒3条 L5YR3/l 7 5YR3/1 HP 5 m 3'I 23 II 
~［］縁部 黒色処理 ，.：褐 屯褐

22~ 4 249 甕 胴部 縦ハケメ 縦ミガキ IOYR2/l IOYR7/3 IIP-5 

＂ 
32 2 23-12 

•う にぷい黄橙

22-5 250 甕 胴部 縦Iヽケメ 縦ミカ・キ IOYR5/2 lOYRl ;/1 HP-5 l 4 23-l 3 
横ナデ 凩色処理 灰黄褐 甲

22-6 248 甕 胴部 横ナデ 横ミガキ IOYR2/l IOYRI ;/1 HP・ 5 I 1 23 1 4 
凩色処理 粗 甲 I 
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第 2節溝状遺構（策23-27・ 35図、第17・ 18表、 M版12A ~ 15 B ・ 20 ・ 23 ・ 24 ・ 27) 

検出状況 耕flI：を訃．横で排Iエ．した以階て、 04-08区を中心に約 8X8mの不整形をした糾色上U)

落いみが古）り、さらにここから屯側、西側に約 3m前後の,μ柏で落込みは続き、西側のものは大きく南

東側ヘカーブし、 I開発対象地にの外へ伸ひていた。束側も1nl様に輻約 2m前後の黒色1の落込みか発

揺闘査対生地区しr)外に伸びており、この部分については開l発対象地区てあっだことから調査1;:を把りK

しだところ、約 5mほとで黒色土の洛込みは収束しており、ここを遺構の縁と忍定しだ。結I口｝、調行

恥囲内において 円固U)途中に隅丸Jこ方形］）張り：I¥し部か付いだよう勾形状て頃色」の落込かか杭由

され、これが第 2号、布 5匂竪穴什居跡を取り囲むような格好にあることが判明した。なお掘り込み

[II]は基本層序IJ)3層 1面と，思われるか、 2 Ir月中てある可ilビ性もある。

覆土堆積状況 覆1は、 2層起加とみられる 2-1 ~ 2 -4刑とした褐色系シルトがはじめに堆柏し

ているか、それら (j)間には蒻植(j)堆積物い部分的に祁認されており、そ/))i如こ韮仁層 2謄、 l a ~ 

le屈I))里色系シルトが安崖して！IIJrlに堆柏している。この黒色七は逍跡全体に堆柏していたと見け）れ

るか、畑地のだめの地均しにより削平を文け、 J且構の洛込んだ部分にのみりKったもので、各遺構の覆

土て罹詑されるも（りと対忙関係にある。＇且色十には、竪穴件居跡同柱に火山灰や夜状化疸により哨出

した褐色砂の二次堆積がIlil層としてみられている。 トレンチにおける土附観察の結果、梢本暦 5層と

しだ｝焚化物し］入昆しる灰黄褐色シルトの推積層を切っしーいるか これは全て（f)｛主肛跡とい］し状況てある

ことが発掘調査段陪で確認されている 0 また、底面の堆積状況は水の作川によるものとは理鮒できな

かっ fこだめ、旧刈直とすることは困難-こあるこ共に、構内u_)堆積‘仄兄か今回検出されだ竪穴｛」店跡し

ほとんど変わらなかったことから、同時期に併存しだ可能性が認められた。上心の事士から、本遺梱

を溝状遺構としーこ呼称するに全った J

完掘状況 検出範囲は幅 3m前後の断面逆台形型の全K約50mの周溝状の構追であったか、開発対

象区域外にも本直構は続くものと思いれ、 i：体の形状は明らかには出来ていない。検出され応範肌に

ー）いてみると 西側に検出されだ収屯部分は、断面においても緩やかに傾斜しており、壁部が明確な

形で掘り込まれたものではなかった。溝部分は、内側の収束部分から東へ直線的に16m程／斐いったと

ころて緩やか：こ西南凸へ方向を変ふL、そこから 4rn程度いっだとこ7)！ご分岐l尺があ！）、一灯は南間の

テラス部分に繋がる。テラス部分としたのは、溝部分の掘り込みが検出面から平灼 1mなのに対し、

その1分の（）．りm程Itとしか心く、翡よりも標高か高く f；って l1 tこことから便直的に呼称しておけ む

しろ掘削深度は竪穴住居跡に近い（第23.24図 C-I)セクション）。不整形であり、壁部も一様な形

て掘り上けられてはいないか、溝部分と別の追溝こしこ捉えることは、密土の堆柏状況からは不可能

に近い。そのことから同 の遺構として捉え［翡査を進めた。なお図i]ミしたように、テラス部分は西側

で緩やかに傾斜をはじめ、前述の地点で合流する。溝部分は合流地点から西南西に 4m程度のところ

にある03-07杭の辺りで、西南西から南南西に向きを変え、約10m程いったところでさらに南東へと

向きを変えている。あとはそのまま直線的に開発対象地区外へと伸びていた。

遺物出土状況 遺物点の記載は紙面の関係で第35図に行っている。追物の多くは、覆上の 2層中か

ら出土している。平面調査においては 2-1-2-4とした層群と基本層 2層の判別が難しく、調査の

段階ではこれらを全て 2層遺物として取り上げた。遺物はテラス部分や溝の底面から検出される例が

目立ち、 la -1 c層とした黒色土層からの出土は僅少である。特にテラス部分の南西側に遺物の集

中がみられており、完形土器（図25-5) も1点出土している。この地点からは土器が多く出土して

いるが、逆に溝の底面からは礫が多く出士する煩向にある。ただし南西側の溝には土器が主体的であ

り、一括土器も見られた。なお一括出士の土器は、状況から廃棄行為によるものと判断した。接合状
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況を見ると、テラス部分で完結しているものが多いが、 HP-3の床面出土の杯や HP-2の覆土

土器、 04-06区出土土器との接合関係もみられ、縦横に大きく発掘区域内に展開している。

焼土、焼土粒範囲 2層を除去した段階で、テラス部分の東側から焼土粒範囲が2基検出された。

遺物集中区とは対照的な位置関係である。 DB-9では骨片が肉眼レベルで観察されている。

出土遺物（第25-27図、第18表、図版20• 23 ・ 24 • 27) 

第25図ー 1、2は大型の甕である。無文であり、外面はハケメ、内面をミガキで調整され、内面に

は丹念な黒色処理が施される。 1の底部には笹痕がみられる。 3は06-07区において一括出土した（図

版15B)小型の甕であり、口縁部付近でやや内傾気味の器形である。器圧は薄く約 5mm程度であり、

内面の黒色処理は丹念である。口縁部は多条の横走沈線の上から、矢羽根状剌突列を施文しており、

その下に 2条 1組の斜沈線を鋸歯状に展開している。縦沈線と横沈線で文様帯を区画して、その中に

多条の斜め沈線を交互に頼斜を変えながら上から下に向って施文している。胴下部文様帯には粘土紐

を貼り付けており、粘士紐の上に鋸歯文を施文し、その狭間に指頭を押し付け凹ませている。 4は小

型の甕である。口端部はほぽ垂直に屈曲している。文様は一部磨滅し不明瞭な部分もみられるが、多

条の横走沈線と斜刺突で構成される。底部は 4ヶ所に刻みがあり、これは焼成前に成形されている。

5は04-08区のテラス部分から完形で出土した小型の甕である。口縁部に 1条の沈線が巡らされてお

り、焼成前についたとみられる指頭の跡が確認された。屈で丸く囲んだ部分がそうである。底部には

笹痕がみられる。第26図ー 7~11は無文の甕の口縁部片である。 7には段がみられる。 12-21は文様

を有する甕の口縁部片である。口縁部付近で内傾する器形であり、多条の横走沈線に矢羽根状刺突列

が施文される。なお20は16、19の同一個体片である。 22-30、32は胴部文様帯の破片である。 22~28

は多条の横走沈線の上から、 2段の鋸歯文を施文している。 29、30は同一個体片であり、横走と縦走

の綾杉文が施文される。 32は繊弱な 2条の縦沈線が施文される。 31-38は胴下部文様帯の破片であり、

31は粘土紐を貼付け、エ具により刻みを入れたものである。 32-35は斜刺突列が施文されており、 36

~38は鋸歯文である。 39~44は胴部片である。 45~47は底部片であり、 45、47には笹痕がみられる。

第25図ー 6は小型の高台杯である。口縁部付近に刺突列が見られる。第27図ー48-51は杯の口縁部

片である。多条の横走沈線がみられる。 52、53は杯の体部片であり、 53には斜沈線が見られる。 54は

杯の底部片であり、やや揚げ底である。

第17表
冨

DB-9 

DB-10 

溝状遺構覆土土層注記表
層名 色相 土色
耕作土 10YR2/l 黒色

旧耕作土 10YR4/4 褐色

｝ ： 翌喜il7/1 悶
le 7.5YR1.7/l 黒色
2 JOYR2/3 黒褐色

2 -I IOYR5/3 にぶい黄褐色

2 -2 10YR5/2 灰黄褐色

2 -3 10YR4/l 褐灰色

2 -4 10YR5/3 にぶい黄褐色

3 10YR4/2 灰黄褐色

4 a 10YR5/4 にぶい黄褐色

5 10YR5/2 灰黄褐色

7 b 10YR5/6 黄褐色

8 10YR5/3 にぶい黄褐色

10 10YR5/4 にぶい黄褐色

火山灰 7. 5YR7/4 にぷい褐色

？色砂 7.5YR5/6 明褐色
5YR3/6 暗赤褐色

II 5YR4/3 にぶい赤褐色

I 10YR4/l 褐灰色

II 10YR3/2 黒褐色

田
ンルト

シルト

シルト

シルト

粘土質シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

砂質シルト

シルト

シルト
シルト

砂

戸
シルト

梧主質シルト

粘シルト

弱

強

強

弱

弱

弱

強

弱

弱

弱

弱

マ

ー

強

強

一

顎

妙

ぶ

累

砂

砂

認

認

中

中

中

中

弱

砂

匹

中

砂

砂

り

一

弱

強

弱

弱

強

強

強

強

弱

一

ま

や

や

や

や

や

や

や

や

や

し
強
中
中
中
や
や
や
中
中
や
や
や
や
や
中
中
弱
や
中
中
＿
中
中
l

混入面など
近年まで利用されていた土。

畑の造成に伴い削土され移動した土。

火山灰Ta-aと褐色砂が間層に入る。
火山灰Ta-aと褐色砂が間層に入る。
腐植t層。

溝内に堆積した基本層 2層の分層
溝内に堆積した墓本層2層の分層
溝内に堆積した基本層 2層の分屑
溝内に堆積した基本層2層の分屑
リモナイトが多い。

リモナイトが多い。
炭化物が混じる。

リモナイトが多い。
やや砂質分を含む。

砂質分が多く、部分的に砂シルトの互層もみられるs

径I-2nmの乳白色火山灰堆積物,Ta-aとみられるc
噴砂により噴き上がった砂の二次堆積。

炭・焼土粒・骨混じり。

焼土粒が混じる灰層。

炭・焼土粒が混じる灰層。

炭・焼土粒が混じる（焼土粒がI層より多い）灰屑。
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溝状遺構出土遺物(1)(1 : 3) 
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第26図 溝状遺構出土遺物(2)(1 : 3) 
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第27図溝状遺構出土遺物(3)(1 : 3、1: 2) 

55は須恵器の甕の胴部片である。外面には並行タタキの跡がみられるが内面にオサエの跡はみられ

ない。色調は内外面とも黄灰色 (Hue2. 5 Y 6 / 1)であり、断面についても同様である。

56は覆土の 2層出土の円礫であり、表面の頂部の平滑さを見る限り、磨石として用いられた可能性

もある。
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第18表 溝状遺構出土土器属性表
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～桐部 縦ミガキ ー鋸歯 2段 段間鋸歯文 里褐 里

黒色処画
26-28 1 6 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ 横走i:t線 IOYR3/2 JOYRI 7/1 06-07 1 C 9 23-36 被蝕に

黒色処理 i鋸歯文 屯褐 里 より鉗I
離

26-29 35 II 甕 服部文様帯 斜ハケメ 横ナデ
横穫杉足穫文杉文

IOYR5/2 10YR4/l 06-07 2 12、1325 23-37 

里色処理 灰黄褐 褐／火

51 



：向□r=i 二
ロローロ

「一 [JI□ロ・ーロ
]., K8, ： I 1 9 9: R; ・「 l り4-,',8 -'!  llC'I,,  
1火II i'I! 

liml~ 口勾l97！行タタ 1 ナー'4 193 打底 1横ナ 1幻ーロ／口2□--t口／
I 品仄＼ l 黄闊61,4ロロ；／／

~ l'I'了 ;l：部 l横ナ 、 •9巴□i緑 [― l0¥R̀l]口可了二「口1331941丁― 

第3節 焼上および焼土粒範囲、上堀（第ぷ～31・ 35l‘ス）、弟19・ LO表、図版16A~  16 
D ・ 17 B ・ LI) 

本遺跡検出の焼」及び焼士料範囲については、被熱隠をもつ焼 t層を HE、焼士層を掻き出した
荻化物や焼」＿粒の）ムかる範囲を DBと分知しており、直構I}、J外の区別！よく検出順にナンバリ／グを

nっに。ここCは追構外U)も0)について取り扱う。
HE-1 （第28図、第19表、図版16A) 耕作土を菫機で除去した段階で、 04-08・ 05-08区にか

けて基本層 2層中より検出された大型の焼土とその焼上粒の範囲である。中心部に柱痕状の撹乱を受

けていた。何らかの影轡を受けて焼土部分が拡大したものと思われるが、原因は不明である。広がり

はHP-2の覆士にまで及んでいた。土壌サンプルを行い、フローテーションを実施しているが、

肝心の灰層部分は後世の畑地利用によって破壊された可能性もあり、遺物の回収量は少ない。

HE-3 （第28図、第19表） 耕作土を重機で除去した段階で、 02-08区において基本層 3層上面

より検出された焼土である。近接の HP-3との関係もあると思われる。土壌サンプルを行い、フロー

テーションを実施しているが、肝心の灰層部分は後世の畑地利用によって破壊された可能性もあり、

遺物の回収は少ない。
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（第28図、第19表） 耕作土を重機で除去した段階で、 01-09区において基本層 3層上面

より検出された焼土である。土壌サンプルを行い、フローテーションを実施しているが、肝心の灰層

部分は後世の畑地利用によって破壊された可能性もあり、遺物の回収量は少ない。

（第28図、第19表、図版16C) 01-08区において、 HP -1とHP-3との間にみられ

た緩やかな窪み状の落込みの基本層 2層中より検出された焼士である。土壌サンプルを行い、

テーションを実施しているが、遺物の回収量は少ない。

（第29図、第19表） 基本層 2層を除去した段階で、 04-09区の溝状遺構の縁際において

埜本層 3層上面より検出された焼土である。土壌サンプルを行い、フローテーションを実施している

HE-4 

HE-6 

HE-8 

フロー

が、遺物の回収量は少ない。

HE-10（第29図、第19表） 耕作土を除去した段階で、 06-08区の HP-5の北西側において基

本層2層中より検出された焼土である。土嬢サンプルを行い、フローテーションを実施しているが、

遺物の回収量は少ない。

HE-11（第30図、第19表） 02-07区において、 HP-1とHP-3との間にみられた緩やかな

窪み状の落込みの基本層 2層中より検出された焼土である。土壌サンプルを行い、

を実施しているが、遺物の回収量は少ない。

（第29図、第19表） 耕作土を除去した段階で、 04-08・ 05-08区にかけて基本層 2層中

より検出された、被熱層を持たない焼土粒の範囲である。土壌サンプルを行い、フローテーションを

フローテーション

DB-1 

実施しているが、遺物の回収量は少ない。

（第30図、第19表） 耕作土を除去した段階で、 02-08・ 02-09区にかけて基本層 3層上

面より検出された、被熱層を持たない焼土粒の範囲である。東側に一部撹乱を受けている。土壌サン

DB-3 

第19表
百
HE-1 

HE-3 

HE-4 

HE-6 

HE-8 

HE-10 

HE-11 

DB-1 

DB-3 

DB-4 

DB-5 

DB-6 

DB-7 
DB-8 

DB-15 

土灼
一
層
I
I
I
m
N
-
I
I
I
-
I
I
I
-
I
I
I
m
-
I
I
I
-
l
l
l
m
-
I
I
I
m
N
＿ー
II
＿III-III-III-IIIIIII-Ill

焼土粒範囲土層注記表
色相 土色
5YR3/2 暗赤褐色
5YR3/6 暗赤褐色
5YR4/4 にぶい赤褐色
5YR2/2 黒褐色
5YR3/4 暗赤褐色
5YR4/3 にぶい赤褐色
5YR3/2 暗赤褐色
7. 5YR3/3 暗褐色
10YR4/2 黒褐色

5YR4/6 迩褐色
5YR4/3 にぶい赤褐色
5YR4/6 赤褐色
5YR2/3 極暗赤褐色
7.5YR2/1 黒色
5YR3/2 賠赤褐色
5YR4/3 にぶい赤褐色
5YR3/l 黒褐色
5YR4/6 赤褐色
5YR3/6 暗赤褐色
5YR3/3 暗赤褐色
7. 5YR3/2 黒褐色
7. 5YR4/4 褐色
5YR3/6 暗赤褐色
7.5YR3/2 黒褐色
5YR4/6 赤褐色
5YR3/l 黒褐色
5YR3/6 暗赤褐色
5YR3/3 暗赤褐色
5YR3/4 暗赤褐色
5YR4/l 褐灰色

10YR3/l 黒褐色
5YR3/4 暗赤褐色
5YR4/l 褐灰色
5YR3/3 暗赤褐色

5YR4/4 にぶい赤褐色

四ンルト
シルト
シルト
シルト

｀ ノ`ルト
シルト
シルト

之
シルト
シルト
シルト
粘土質シルト
シルト
シルト
粘土質シルト
シルト

ァ
シルト
シルト

戸ンルト
シルト
ヽ

ン）レト
シルト

ァ
シルト

戸
シルト
シルト
シルト
シルト
シルト
シルト
シルト
シルト

強

弱

強

強

強

弱

弱

弱

強

強

強

強

強

弱

弱

弱

弱

弱

弱

強

強

一

性

一

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

粘
中
中
中
や
や
中
や
中
＿
中
や
や
や
中
や
中
や
や
や
や
や
弱
弱
＿
や
中
や
や
や
や
中
中
や
や
中
や
や

弱
弱
弱
強

ー
や
や
や
や

強

弱

弱

一

や

や

や

り

強

ま

や

し
中
中
中
中
や
中
＿
中
中
や
中
中
＿
中
中
＿
中
中
中
や
や
中
中
＿
中
中
＿
中
中
＿
中
中
＿
中
中
＿
中
中
や
や
や
や
中
＿

混入而など
焼土粒の流れ込み（基本層の 2層）。
焼土層・骨・炭は肉眼で確認できない。
焼土の影響か大きい層（韮本層の 3層）。
焼土の影響層。
砂質部分が多い。
焼土の影響層。
焼土層・若干の骨片が混じる。
焼士の影響層（基本層の 3層）。
焼土粒・骨が混じる（骨少ない）。
骨・炭混じりの焼土層。
焼土の影響層（基本層の 3層）。
炭が混じる。
焼土の影響層。
現代の撹乱。
焼土層・骨が混じる。
焼土の影響層。
焼土粒(2mm-5 mm)が涅じる。
焼土層で骨が混じる。
焼土の影響が大きい層。
焼土の影響を受けた層旦
焼土粒・炭が混じる。
灰層。
焼土粒。
焼土粒が混じる灰層。
焼士粒。
焼土粒が混じる灰層。
焼土粒。
焼土粒が混じる灰層。
焼土粒。
焼土粒が混じる灰層。

炭・焼土粒・骨が混じる。
炭・焼土粒が混じる。
炭が混じる灰層。
炭・骨は肉眼で確認できない。

焼土の影冒屑(HP-2覆土V屑上面より検出h
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第20表 第 1号土壌覆土土層注記表

遺構名 層名

Pit-1 I 

II 

色相

IOYR4/l 

10YR4/2 

土色

褐灰色

灰黄褐色

土性

シルト

シルト

粘性 しまり混入物など

中中

やや弱 やや弱基本層 3層。
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プルを行い、フローテーションを実施しているが、遺物の回収量は少ない。

DB-4 （第30図、第19表） 耕作士を除去した段階で、 01-09区の基本層 2層中より検出された

被熱層を持たない焼土粒の範囲である。土壌サンプルを行い、フローテーションを実施しているが、

遺物の回収量は少ない。

DB-5 （第29図、第19表、図版16D) 耕作土を除去した段階で、 01-09区において華本層 2層

中より検出された被熱層を持たない焼土粒の範囲である。範囲内に焼士粒の集中する部分が2ヶ所み

られたため、別個に土壌サンプルを行い、フローテーションを実施しているが、遺物の回収量は少な

い。検出層位や状況から隣接する DB-6と関連が深いものと思われる。

DB-6 （第29図、第19表）耕作土を除去した段階で、 01-09区において基本層 2層中より検出さ

れた被熱層を持たない焼土粒の範囲である。範囲内に焼土粒の集中する部分が1ヶ所みられたため、

別個に土壌サンプルを行い、フローテーションを実施しているが、遺物の回収量は少ない。検出層位

や状況から隣接する DB-5と関連が深いものと思われる。

DB-7 （第30図、第19表） 01-08区において、 HP-1とHP-3との間にみられた緩やかな

窪み状の落込みの基本層 2層中より検出された被熱層を持たない焼土粒範囲である。土嬢サンプルを

行い、フローテーションを実施した結果、クルミ <0.01 g、魚類骨0.03 gが検出された。

DB-8 （第30図、第19表、図版16B) 耕作土・盛上を除去した段階で、 03-09区において埜本

層2層中より検出された被熱層を持たない焼土粒の範囲である。土壌サンプルを行い、フローテーショ

ンを実施しているが、遺物の回収量は少ない。

DB-15（第30図、第19表） HP-2の調査中、覆土内に廃棄されたと思われる焼土粒の範囲が

検出された。検出層位は覆土の 2層中に対応すると思われる珊 a層上面である。土壌サンプルを行い、

フローテーションを実施しているが、遺物の回収量は少ない。

PT-1 （第30・ 31図、第20表、図版17B ・ 21) 重機による漉き取りで残された耕作土の除去中、

03-06区において一括土器が検出された。出土状態を把握するために上面を精査したところ、甕を逆

さに伏せた状態であることが確認された。ただし底部付近は耕作土中に散在しており、プライマリー

な状態で出土したのは上半部だけであった。この事から埋設遺構である可能性があったため、 トレン

チを開け断面を観察し、土城であることを確認した。覆土は土壌サンプルを行い、フローテーション

を実施しているが、遺物の回収量は少ない。報告書の体裁の関係で発掘区と同じ図上にあるが、図31

-1が出士遺物である。胴頂部の張り出しがあまりない比較的直線的な器形であるが、口縁部は外反

する。口唇部の断面は角型である。内外面ともハケメ調整であり、内面は後でヘラミガキを施してい

る。内面の黒色処理は褐色状態である。文様は胴部文様帯に幅広の浅い沈線が施文されており、それ

は結果的に段状構造にもみることが出来る。
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第4節 発掘区出上遺物（第31-35図、第21表、図版17A ・ 21 ・ 2~ ・ 2::i ・ 27) 

木追跡てプライマリーな状態で出土した遺物は、竪穴や溝真U)直枯IJ、]出＿Lのものが多く、他に HP

-lとHP-3との間に確認された窪み状の落込みやその周辺からも直物のf上中かみられる。遺構

直物データシステムにより記録した遺物点の数は総』・1,795,,!、してあり、その内訳は竪穴出士が573点、

溝状遺構出士が416点であり、発掘区は806点であった。 iだ此物のt小別でみていくと士器、石器28点、
礫477点、漆製品、錫製環状装飾品に分類てき、その内，J｛は 1堺 1,287点、石器28点、礫477点、漆製

品2点、錫製環状装飾品 1点となっている。

土器第31図ー 2、3、6~16、'中32|叉|17-57、第331叉1-58-90は甕である。第31図ー 2は02-07

区の北側で一括出士した行料て、胴部～底部は欠担している。頸部がほぼ垂直に立ち上がり、［］緑部

がD端部でやや内傾する，，胴頂部の張り出しは弱く、成形は粗雑であり一部歪んでいる。またII糸ふ',1|；

断面は先端が尖るタイフ゜てある，］外1(1|，翡整はハケメで行われ、上半部は横方向であるが、）!l,i)TWfi|；上り

下の胴菫{t縦/)［五］てある 1)、]化は令体にヘラミガキであり上半部が横方向、下半部か縦j}|［l]てあ：）、

内而0)甲色処岬は記色状他てあるoU縁部にナデ成形て段状構造を作出し、そ（「） ［に矢羽相状叫文叫

をり也［しこ［ ＼乙 II|u)音I；文椋惜iよ2条の横走土線て文様帯を 3段に区画し、 十〗」ー噌川tMド）『卜上罰を

他［しこわ：） そU)}］|u]は一段目か左恒糾てあり、 2段目は右傾料 3 ↓)l I 1 1よバlttIi f l―ふ，乙 そU)上

：こ 1ヽ ｝也］）叶よ緑とは逆方向の 2条 1咀の斜北線を順iこ3段目主て施又しにーし 1) ]LL危復JLこはないだ

め確土こはないか、その間漏により合計 8ヶ所あっだものこ見豆）れる さ'.)に」{li|lげ）横走｛尤祝と、罰

述の逆方向の斜沈緑との交点にボタン状の貼付げを行し'、 d,'り巻ぎ門爪！）廿廿饒附か施文され、それにより

生した隆起部分に斜めの刺突列を充填している¥)HIu) I情［文枕間には粘 1紐か貼り付けられ、馬蹄型の

囲饒帯が押圧されている。 3は試掘調査出 l̂()）臼料C、 卜1噌卜は欠担しているが口縁部がやや短めの

無文の小型の甕である。内外面とも「寧に陀ぎ込んており、内而の黒色処理は褐色状態である。発掘

調査出土資料との接合関係はみられなかった。 5-16は無文の甕の口縁部付近の破片である外面がハ

ケメで、内面はミガキで調祁されており、黒色処狸はいずれも丹念に施されている。 6~ 8、10、13

には幅広で浅い沈線か施文され、 9には細く深い沈線がみられた 0 6は溝状逍構出上の第26図ー 7と

同一個体と思われる。第32図ー17-27は文杭をも-)甕(])|I紺部付近の破片である。口端部の確認され

た破片はやや内傾気味である（） 文^村は横よ沈線())［に矢オjll闘状刺突ダIJが施文されるものが多いが、 24、

25は沈線のみである。さらに17、27には刺突ダIl(])卜仰jに鋸歯文が展開しており、 19では上側にみられ

る。 18は下側に横↓綾杉文か施文されている，“， 28-57は胴部文様帯と胴下部文様帯の破片である。調

は外間かハケメこ、内I川はミガキ［あるものかほとんどであり、黒色処理も丹念に施されるものが

名し＼ □8 29は［l咬部に直し叫炭片て格子文が施文されており、同一個体片と思われる。 28-43は鋸歯
又の蔽hであり、 2段で施又されているものか確認できる。 44、45は胎土寺から同一個体と思われる

が、他に破片はなく全体の文様は把握できていない。現状で、多条の横走沈線に、短い数条の縦沈線

や鋸歯文を里ねていることが確認できる。 45は放射状に沈線を展開した文様と思われるが、この一点

のみの出土であり、全体は確認できていない。 47~52は同一個体片と思われる小型の甕であり、縦の

綾杉文に短い横沈線を文様帯の中位に重ねており、胴下部文様帯には粘士紐を貼付け馬蹄形の囲続帯

を押圧している。 53は繊弱な沈線による鋸歯文を敬段施文していると思われるが、現状の破片の観察

では 2段である。 54は文様帯を横走沈線で区画し、横走綾杉文を施文している。 55-57は胴下部文様

帯であり、斜剌突列がみられる。 58-79は胴部片であり、外面をハケメ、内面はミガキで調整され、

黒色処理は丹念に施されるものが多い。 79-90は底部片である。全て平底であり、 85には笹痕がみら

れた。
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第21表発掘区出土土器属性表
：己::;;種類 部位 亘外日面調位 面

慌

蹂
色躙

区名 層位 遺物番号 図番 賑号 備考口纏t部 胴部文様帯 胴下部 外面 内面
31-1 24 甕口琶部 ガキ 段つきの IOYR6/2 IOYRS/2 03-06 3 I I It 21-1 

～胴部 ケメ 横走沈線 灰黄褐 灰黄褐 撹乱 '"' 
—横ミガキ •横ミガキ

縦ー縦ハミケガメキ
黒色処理

31-2 23 小甕 口唇部 横ナデ 横ミガキ 横走沈練3条 横走沈線2条 貼付囲繰帯 IOYR6/3 IOYRI. 7/1 02-07 2 17.18.19．刃．21 21-2 
一胴部 縦ハケメ 縦ミガキ ー重ねて矢羽 —問斜行沈線 3 にぷい賃橙黒 22.23．る．蕊Z.

-―部 黒色処理 根状刺突2列 段ポタン状貼付 塗29.Il.31．氾
横ハケメ —囲撓帯押圧後 ll.31．る．:ti.:.

斜剌突 算:ll.t］）ばl
gs，廿む］
2i拍 47お、49
:Jl.51泣滋迅

31-3 28 小甕 口唇部 横ナデ 横ミガキ 10YR4/2 1DYR4/I 試11l 1121 21-3 
～胴部 —横ミガキ 縦ミガキ 灰黄褐 褐灰

縦ハケメ 黒色処理
•縦ミガキ

31-4 19 高台杯 口唇部 横ハケメ 横ミガキ 憤走沈線3条 笹痕 IOYR6/4 lOYRL,/I 02・08 2 16789!0 21 •4 
～底部 ー横ミガキ 縦ミガキ にぷい黄橙黒 3 153 

縦～横ハミケガメキ
黒色処理 耕f乍t. 85’ 

31-5 15 高杯 口唇部 横ミガキ 横ミガキ 横走沈線2条 横走沈線3条 側縁1こ IOYR7/3 IOYRI 7/1 01-07 2 2231，おx，滋 21-5 
一底部 縦ハケメ 黒色処理 •重ねて斜剌突 横走沈 にふ：い黄橙黒 おお．俎．>.l.51

ー横ハケメ —格子文 線 52沼泊ふえ
—横ナデ 57 59 6J 61 fQ 

affi引ぷ＆l
SJ,91 

撹乱 ⑮ 

31-6 13 甕 口唇部 横ナデ 横ミガキ 段つき lOYR4/6 IOYR4/l 05-08 耕作 t IlI 24-13 
～胴部 縦ハケメ 縦ミガキ 讃走沈線 褐 褐灰

黒色処理
31-7 12 168 甕 口唇部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線2条 I葦OY"'RS/6 IO褐Y灰R4/l 04-08 3 itl 1 10 24-14 

胴部 縦ハケメ 黒色処理
31-8 13 169 甕 口唇部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線2条 IOYRS/6 IOYR4/l 04-08 3 it2l, 9 24-18 

ーロ縁部 縦ハケメ 黒色処理 貴褐 鳩灰
31-9 148 甕 口唇部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線 IOYR6ヽ/黄3橙 IOYRI 7/1 05-08 耕作・t. C2l 24-15 

ーロ縁部 縦ハケメ 黒色処理 にぶし 黒
31 • IO 171 甕

口～唇口部縁部 横縦ナハデケメ
横ミガキ 横走沈線2粂 IOYRS/6 IOYR4/1 03-08 撹乱 131 24-19 
黒色処理 黄褐 褐灰

31-11 50 48 甕 口唇部 横ナデ
横黒色ミ処ガ理キ lOYRS/黄3褐 lOYRl 1/1 01・08 2 l. 2 24-16 

一胴部文様帯 縦ハケメ ｛こぶ＼ヽ 黒
31・12 170 甕

口～唇口部縁部 横継ナハデケメ
横ミガキ 横走沈線2粂 I黄OY襴RS/6 IOYR4/I 03-09 2 25 24-20 
黒色処理 褐灰

31-13 79 甕
口～唇口部縁部 縦横ナハデケメ

横ミガキ 横走沈線4粂 IOYR3/3 IOYRI 7/1 02-08 3 152 24-21 
黒色処理 陪褐 黒

31-U 150 甕 口縁部 鑑横JJヽ ケメ 横ミガキ IOYR2/l IOYRI 7/1 ⑯-08 2 2 24-17 
ケヽメ 黒色処理 黒 黒

31-15 145 甕 胴部文様帯 縦Iヽケメ 横ミガキ 横走沈線
横-8積走沈,,突線

IOYRI. 7/1 IOYR6/4 04-07 撹乱 I 2 I 24-22 
—斜剌突 黒 にぷい黄橙

31-16 121 甕 胴～部胴文部様帯 縦ハケメ 横ミガキ 7 5YR4/4 7.5YRl i/l 試掘 8 24-23 
黒色処理 褐 黒

32・18 54 53 甕 口唇部 横ナヂ 横ハケメ 横走沈線4条 横走綬杉文 7 SYR4/6 7.5YR2/l 02-08 2 20.21 24-25 
～口縁部 —横ナデ 准斗刺突5列 潟 黒

黒色処理
32-19 55 63 甕 口唇部 欄ナデ 績ハケメ 横走沈線5条 7. SYR4/4 7.5YR3/l 01-07 2 7 2, 73 24-26 

ーロ縁部 •績ミガキ 鱚一薗斜刺文突4列 褐 黒禰
黒色処理

32-20 61 甕 口唇部 横ナデ 横ナデ 横走沈練4条 10YR6/2 IOYRI 7/1 02-08 3 217 24-27 
～口縁部 構ミガキ 一斜剌突3列 灰黄llil 黒

黒色処理
32-21 57 77 甕 口唇部 横ナデ 横ナデ 横走沈線3条 IOYR6/6 IOYR4/I 05-07 3 7、8 24-28 

ーロ縁部 横ミガキ 一斜剌突3列 明貴褐 褐灰
黒色処理

32-22 213 甕
口ー唇ロ部縁部

横ナデ 横ミガキ 横-2走1沈劇1 線2'!4 条 IOYR2/l IOYRI 7/1 禾ふ記 I 24-29 
黒色処理 黒 黒

32-23 65 甕 口唇部 横—横J ナヽケデメ 横ミガキ 横走沈剌線突3条 灰IOY黄R褐S/2 I襴OY灰R4/I 05-07 耕作
1 7, 24-30 

ーロ縁部 黒色処理 一斜 2列
32-24 19 甕 口唇部 横ナデ 慣ナデ 横走沈線3条 JOYR59/黄4襴 IOYR3/3 02-08 2 24 24-31 

黒色処理 にぷし 暗襴
32-25 74 甕

口～唇口縁部部
横ナデ 績ナデ 横走沈線3条 IO印Y董R箪6/2 IO黒Y褐R3/I 03-09 2 22 24・32 

黒色処理
32-26 110 甕

口～縁胴部部
縦ハケメ 横ミガキ 横走沈線 横走沈緯 IOYR5ヽ/黄4褐 IOYRI 7/1 05-07 耕f乍土 9169 24-33 

黒色処理 —斜刺突 ー鋸歯文 1こぶし 黒
32-27 92 211 甕 口縁部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線3条 IOYRS/3 lOYRl 7/1 04-08 2 34().l I、341 24-34 

黒色処理 一斜剌突間鋸 1こぶい黄褐黒
歯文

32-28 94 甕 口縁部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線 格子文 IOYR6/3 IOYR4/2 ⑯-08 2 4 24-35 
黒色処理 浪斗費1I突 にぶい黄橙 灰黄褐

32-29 84 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ 格子文 IOYRSヽ/黄4褐 IOYRI. 7/1 05-08 3 
， 24-36 

黒色処理 にぶし 黒
32-30 83 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 斜刺突 鋸蠅文 IOYRSヽ/黄3褐 Ol-07 絣f乍上 99 ; 24-3i 

にぶし
32-31 71 甕 口縁部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線4条 横走沈線 !OYR6/3 IOYRI 7/1 02-08 3 200 24・38 

～胴部文様帯 黒色処理 —欠羽根状棗l 」 一鋸歯文 にぶい黄橙 黒
突

32-32 72 甕 胴部文様帯 横ナデ 横ミガキ 横走9尤線2条 横走i:t線 IOYR7/3 !OYRI ;/1 03-09 2 5 24-39 
縦ハケメ 黒色処理 突—矢羽根状東11 •鋸菌文 にぷい黄橙 黒

-IIIJ9こ斜棗1/突
32-33 207 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ

横・鋸走菌沈文緯2段
IOYR8/4 IOYR7/2 05-O( 3 6 24-40 饗減

黒色処理 浅黄橙 にぷい黄橙
32-34 208 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 橋ミガキ 横走沈線 IOYR7/3 JO纏Y灰R4/l 05-08 輯f乍t CI’ 24-41 

黒色処理 ー鱚薗文 にぷい黄橙
32-35 104 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 黒懺ミガキ 横走沈線 IOYRS/3 IOYRI. 7/1 03-09 2 l i 21-42 

色処理 ー縦沈緯 にぷい黄褐 黒
・鋸網文

32-36 17 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ 横—鋸走菌沈文線 IOYR4/3 IOYRI 7/1 05-07 絣作：t. ,3: 24-43 
黒色処理 にぷい黄褐 黒

32-31 87 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 橋ミガキ 横走沈線 IOYR6/3 IOYRI 7/1 03-09 ， l 24-H 
黒色処理 —鋸蠣文 にぷい黄橙 黒

32-38 106 甕 胴部文様帯 縦Iヽケメ 横ミガキ 横走沈線 JOYR5/3 lOYRl 7/1 05-(沼 2 6 24・45 
黒色処理 —鋸歯文 ｛こぶい黄褐 黒

32-39 88 甕 胴部文様帯 縦ハケメ 横ミガキ 横走i:t線 JOYRS/4 黒IOYRI. 7/1 02-08 3 1 9; 24-46 
黒色処理 •鋸歯文 にふしヽ 黄渇
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縦ミガキ

黒色処理
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縦ミカ2
里色四理
横ミザ土

里色述理
綬ミ天芦

里色処理
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縦ミガキ
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縦ミガキ

黒色処理
横ナデ
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IOYRS/3 I IOYRL 7 /1 J 試掘
にぷい黄褐黒
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挿図 涸体 拓本
種類 部位

器［面調整 文様 底部 色翌l
区名 噌位 遺物番号

図板
備考

番号 番号 番号 外面 内面 口縁部 眼部文様帯 胴卜部 形状 外面 内面 番号
33-83 84 188 甕 胴部 縦ハケメ 横ハケメ IDYR8/2 10YR3/l 03-06 3 l 16', 25-25 

—横ミガキ 灰白 里褐 撹乱 ， 
黒色処理

33-84 46 38 甕 底郁 縦Iヽケメ 横・j-F 擦痕

IUに1IJ(J・ Y1'Y品ふR"い6Ii'/苗/3？ 褐 79 l 1,-(. .:~(9 ¥ •• ;,• ¥；、R'L ',R;99• 6杓I筍/、14 lt} 

r_）34U9 2 28 29 30 25 -26 唸咸

33 8、9" i7 3 9 寝 底面 縦I'ケメ 横I'ケメ 祖伯 Ill 118 
―}  1,1{ il :’) ：） 2、!,

横t・r' 
33け(i ~i 、『 社 収部 縦｝、ケメ 紺ガ f- 杓9,1 III¥ Rh/’ lilYRI 7/1 II―, 1 (7 耕IiI t1' )g,け

里描(9 ' 、•'，ケ9U り; 1人品樹 't: 
J3 87 l1 社 IJt:ir, 縦／＼ケメ I£<’’J l l) ＼ I{31,1 ]{l'r I~] 7/1 (I-, IJK lII I l I T) !(I 

拙'じし—9 処.r'円’ 賠褐 'I' 

:u 88 2 7 寝 IJ¥:,,I: 協ナ o- 拓,,, l (）¥ k 7/ 3 l (l Y I { 5 / ］ (I] 1)7 ；， 2 ~):l{I 
,＼t! （9』.，"’'|9 i )い品杓 褐／）

:n sq 』14 :n か 朕，・：|： 縦，9ヽケメ 紺！［・¥- I和,, l (I ¥ |｛ l 7/」 I I l 1)： 1117 10呂 :’, 3 l 
拙卜r I―，＇-依； 19、
出伍姐押

3 3 (） （） l X3 社 り（部 縦99ケメ 笛伯 にI-II--Y;I-U,.-し/)品--柁- (J 3 { I (） 柑lI,I : .J) }） 限；9A

3 :｛ (J I 
L_.. 

?54 J'i'r' 胴部 I横IJiク,タ＼ 可7~― 5¥ li l 八----'-)/..I . (） l i 1ぶ 柑,',I IS ?―, ;, ｛ 

器梵 り、 1人 ，糾
2 ¥Y(； 

--.. --- ~. 
2. -S・Y・ S/1 勺函

／］苗I火
33 92 252 頃申 朋部 平行タタキ 鳥足状 2 5．Y． 5/l 撹乱 ］;, 2 5 -3 4 断面の

器甕 オサエ 黄仄 黄灰 色調
2 5Y5 

/1黄灰
34-93 163 杯 口唇部 横ナデ 横ナデ 横走沈線 3条 10YR7/3 10YR5/2 02-07 耕作土四 25-35 

一体部 —縦ハケメ —横ミガキ にぷい黄橙 灰黄褐
—横ミガキ 黒色処理

34-94 165 坪 口唇部 横ナデ 横ナデ 横走沈線3条 IOYR6/3 IOYR7/l 02-07 耕1乍土 C8' 25-36 

一体部 斜ハケメ 斜ミガキ にぶい黄橙 灰亡l
—横ナデ 縦ミガキ

34-95 88 196 均 口唇部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線2条 10YR4/6 IOYRI 7/1 04-08 3 13 25-37 
～体部 横ミガキ 縦ミガキ 褐 里 耕1乍土 包9,

黒色処理
34-96 66 杯 口唇部 横ナデ 縦ミガキ 横走沈線 2条 10YR6/4 IOYRI 7/1 02-09 3 ]() 25 38 

～体部 黒色処理 にふL＼黄橙里
34-97 164 杯 口唇部 横ナデ 横ナデ 横走沈線 3条 IOYR5/2 IOYRI 7/1 試堀 ， 25-39 

～体部 横ハケメ 横ハケメ 灰黄褐 屯
—横ミガキ —横ミガキ

黒色処理
34-98 73 杯 口唇部 横ナデ 横ナデ 横走1:t線 3条 IOYR7/2 !OYR7/I 01-07 耕作土 8, 25-40 

一体部 にぷい黄橙 灰白
34-99 55 杯 口唇部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線3条 横走沈線 2条 IOYRS/2 IOYRI 7/1 OS-08 3 ＇ ~ ~ 25-41 

~1本部 縦ミカ1 —間鋸歯文 灰共渇 虫
虫(g処PI9

34 1 1)I) l'.l9 外 II朽部 横、がキ 横ミガキ 椙わ1森 1条 ](I¥ RI 7/1 lOYRI 7/l (）1 (）8 ｝ ] 2 1 ? 

j小
児横色．•,~~ 処,即 令けl|9; ＇じ '[' 

3 4 l l) 1 ,E 211 II料部 横／ヽ ケメ l l) ¥ I< ；/3 l (）'r I{ 5 / 2 t)2 (）］ と -ト-ト-） （） ! ¥ ~-:1 --

--1本部 紺）、’rI 横ガ I ，必k; !）、['；渇 1):） （JX I ”' 
34 1 (）2 1 ¥J,1 7 's,1ィ II. 屈部- 国i,←一

',I!（砂9lPI9
揺｝［＼ ii'l'I? l (JY R ::I』{ l(）¥ kl 7/l ()¥ (I, ) l :i l 』)―)11

It,~\ 柚 Iヽケメ ,'、!！（（戌l埋 刷（村文 'I！褐 'I' 
＇ M l (I ~ i l -, q j1 1本部 縦I、ケメ 縦 If¥ 7 5'rIS:(,/ I IOYl<h/1 (） 1 (）'1, 

＇ " 
2) 1) 

横99 黒 f1,• 姐｝！ll I―＿一;.'-り杓 褐1)、

14 I U4 2 3 1 L 1本部 横／ 9 縦ガ＼ l(l¥ R6/i l (J Y I<,1 / 1 (）］ （IK ｛ '" :-, l Il 

＇1!色夕9l1.4t ' I ) 1. ¥ ttけれ ~ ~ 褐l~ (（（＼ ｝、l{ l, ／ l 3,1 ］ （l 5 l'，' t4ヽ 1,,,1, 横！， 横 If | （）＼ |{b/ 1 "ツ［）り 「HIi1 11, ) -， 1 7 

虫色りl岬 I ¥ I, 1此杞 '1、{
I, I--：岱-{'.-) 34 -l (）｛i 68 | 5 4 J小 1本部 椙“i' 横ナデ l(）YRh/3 l (） Y I{ 5 / l (Jl (IK ;!5 48 

＇,1¥('●処Pl' 灰苗褐 &lH 

34 107 133 -l1: 1ぶ部 計Iヽケメ
縦屯色：ガキ l l)YR 713 JOYRI 7/1 (J 3 --(-l ・ k :' 11 4 9 

にぷし6＼/黄4相 宍‘”3“4ロ -108 162 坪 体部 横ナデ 縦ミ処ガ理キ IOYR 2 5YR2/l OI-07 耕作土 "' 25-50 
—縦ミガキ 黒色処理 にぷい黄橙黒

34-109 112 杯 体部 横ナデ 横ミガキ 横走沈線 矢羽根状剌 10YR2/3 1DYR2/2 02-07 2 1 1 3| l 25-51 
縦ミガキ —斜行沈線 突 里褐 黒褐

黒色処理
34-110 127 杯 体部 横ナデ？ 横十デ‘) 稜杉文 5YR6/4 IOYR8/l 02-08 2 40 25-52 磨成

にふしJ橙 灰白
34-111 45 杯 底部 横ナデ 横ナデ 鋸歯文 IOYR6/4 !OYR3/l 02-07 2 3',I I 25-53 

黒色処理 にぷい黄橙 黒褐
34-112 32 杯 底部 縦ミガキ 縦ミガキ IOYR7/4 10YR4/l 01-0i 耕1乍上 ,,, 25-::,4 

—横ナデ —横ナデ にふい黄橙 褐灰
黒色処理

34-113 30 杯 底部 横ナデ 横ナテ~ 揚げ底 IOYR7/3 JOYRl 7 /1 04-08 撹乱 し1, 25-55 
黒色処理 笹痕 にふい黄橙黒

34-114 45 35 高杯 底部 縦ハケメ 横ナデ 揚げ底 IOYR6/4 10YR4/1 02-06 3 1 2 3 25-56 朱O'')
4黄ハケメ 黒色処理 にぷい黄橙 褐灰

34-115 36 杯 底部 縦ハケメ 縦ミガキ 揚げ底 IOYR6/4 10YR3/1 03-08 2 10 25-57 
—横ナテさ 黒色処理 にぷい黄橙 黒褐

第31図ー 4、5は高台杯である。底部側縁が張り出し、口端部は内傾気味の器形である。 4の外面

はハケメ調整の後ハケメ痕をミガキ消しており、内面はミガキで調整され、褐色状態の黒色処理が施

されている。口縁部付近には 2条の横走沈線が巡っている底部には笹痕が確認された。 5は底部側縁

が張り出し、口端部がやや外反しており、文様帯の部分に湾曲部がみられる。外面調整は口縁部付近

を横方向のミガキで、それ以下は横や縦方向のハケメで調整されており、一部ハケメ痕をナデ消して

いる。内面はミガキ調整で、丹念な黒色処理が施される。口縁部や器高のほぼ中位、底部側縁に横走

沈線が巡らされており、さらに中位部分には斜沈線を組み合わせて菱形にした文様が施文され、その

上下に剌突列が展開している。底面が欠損して不明瞭であるが、揚げ底であると思われる。第34図一

93-102は杯の口縁部付近の破片である。外面をハケメで、内面をミガキで調整し、黒色処理は丹念
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に施されているのがほとんどである。 93~99までは口縁部に横走沈線が巡っており、口端部はやや内

傾気味である。 100、102は同一個体であり、同様の横走沈線の直下に斜刺突列がみられ、その下に縦

の綾杉文が施文される。 101は無文であり、口縁部付近でやや立ち気味に成形される。 103~110は坪

の体部片である。文様をもつのは109、110であり、前者は横走沈線の上下に斜沈線がみられ、後者は

縦の綾杉文と思われるが磨滅が著しく、判別は困難である。 112、113は杯の底部付近の破片であり、

前者にしま繊弱な沈線文が縦に引き込まれている。 113~115は杯の底部の破片であり、全点揚げ底であ

る。 113には笹痕がみられ、 114には成形の際の指頭の跡が確認された。

須恵器 第33図91、92は須恵器の甕の胴部片である。前者は外面に並行タタキの跡がみられるが内

面に当て具痕の跡はみられない。色調は内外面とも黄灰色 (Hue2. 5 Y 5 / 1)であり、断面につい

ても同様である。後者も外面に並行タタキの跡がみられ、内面には鳥足状の当て具痕がみられた。色

調は内外面とも黄灰色 (Hue2. 5 Y 6 / 1)であり、断面についても同様である。

石器 第33図116は04-08区溝状遺構のテラス部分付近の 2層から出土した敲石・凹石である。下

端部に敲打痕がみられる他、両面に凹みがみられる。 117、118は02-07区の窪み状の落込みの2層から、

119は04-08区溝状遺構のテラス部分付近から出土した円礫であり、表面の最頂部の平滑さを見る限り、

磨石として用いられた可能性もある。 120~123は黒曜石のピエス・エスキーユである。両極剥離の痕

がみられる。

接合状況

本遺跡における接合状況は、 HP_ 3とその南側の落ち込みや溝状遺構のテラス部分などの遺物

の出土が集中したところで、一括的な接合を示すものも見られたが、他の遺構や包含層との接合関係

を示すものも多数見られた。以下、後者の接合関係について述ぺる。

HP _ 1においては、覆土v層で出土した杯の底部片が北東側の落ち込みの 2層中から出土した底
部片と接合している。

HP -2においては、覆土vi層で出土した甕の胴部文様帯片が溝状遺構のテラス部分の 1C層中か

ら出土した底部片と接合している。

HP -3においては、覆土11層で出土した甕の破片は北西側落ち込み 2層や HP-4の覆土W層の

出土土器と接合がみられ、覆土N層で出士した甕の胴部片が北西側の落ち込みの 3層を主体に出土し

ている胴部片と接合している。他にかまどに向かって左側で一括的に床面で出土した杯が溝状遺構2

層出土土器と接合関係がある。

HP -4は、すでに述べた HP-3との接合関係があるのみである。

HP-5は、覆土上層出土土器が北西側隅で包含層2層出土土器と接合している。

溝状遺構では、すでに述べた接合関係の他に、テラス部分付近で 2層から出土した甕が、 04-08区

の包含層2層出土の土器片と接合しており、今回の調査では最長の接合距離、約20mを示した。

今回の接合関係は、単純に土器片と土器片との接合の記載であり、それが当時の生活の動きを反映

しているとは限らない。その上、今回の発掘区は畑作による耕作で包含層が削平されており、遺構の

掘り込み面は不明確な部分が多く、遺構群の新旧関係は不確実なままになっていた。ただし、この点

に関しては接合関係と層位関係を見る限り、 HP-3が包含層 3層遺物との接合が多く、 HP-1 

が包含層 2層遺物との接合関係が見られたことから、 HP-1はより新しく構築された可能性を指

摘することが出来、 HP-3の床面遺物と溝状遺構の覆土遺物には接合関係があり、 HP-3は溝

状遺構と併存したか、もしくは相前後した時期に構築された可能性が指摘出来よう。
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第5章分 析

第 1節 K36遺跡タカノ地点出土動物遺存体

富岡直人

札幌市 K36遺跡タカノ地点において、実施された平成 8(1996)年の調査により、 11から13世紀に

わたる擦文時代後期から晩期に属する動物遺仔体が検出された。

(1) 出土状況

札祝巾埋蔵文化財センターより、発掘の際に日視で焼骨か確認された焼 I料、）火府、炭化物）付の I~

壌をフローテーション共囮(0.42-1. 00mm金屈フルイ使川）て処f里した資料をさらに選別し、得られた

動物逍仔体資料を分析対象に提供頂いた。

すべての資料は火を受けて白色、あるいは黒色に変色し、激しく収縮して変形・亀裂を生じていた。

竪穴住居のカマドや住居内の焼土、炭化物集中、焼士遺構、溝状遺構からサケ科魚類を中心とした

遺存体が検出された。

(2) 出土動物遺存体の概要

第22表 K36遺跡タカノ地点出土動物遺存体種名表

List of animal remains from the Locality T, K36 site 

軟体動物門 MOLLUSCA 

脊椎動物門 VERTEBRATA 

飩骨魚網 Osteichthyes 

サケ科 Salmonidae sp. mdet. 

サケ属 ()ncorhynchus 

イワナ属 Salve Linus 

哺乳網 MAMMALIA 

軟体動物門（第24表）

今まで札幌市で調査されてきた同種のサンプリング法に基づく分析では、概ね軟体動物の出土量は

少ないが、 K 36遺跡タカノ地点の HP-1カマド 2層からは網不明の微少な破片が 1点 (1.02 g) 

検出された。網以下の分類は不可能であった。

サケ科 サケ属・イワナ属（第23表）

出土したサケ科は、現在の北海道に生息するアメマス（イワナ属）、オショロコマ（イワナ属）、サ

クラマス（サケ属）、カラフトマス（サケ属）、サケ（サケ属）、ギンザケ（サケ属）、マスノスケ（サ

ケ属）、ヒメマス（サケ属）、イトウ（イトウ属）の部位骨である可能性が高い。

犬歯状歯や担鰭骨は属レヴェルでの同定は困難であり、サケ科として一括集計した。

椎骨は、イワナ属とサケ属では特徴が類似しており、一括し集計した。この際に椎骨の特徴が明確

なイトウ属は一切検出されなかった。
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椎骨は完全な形で検出されているものは殆どないため、腹椎と尾椎の分類は困難で、一括集計した。

イワナ属・サケ属に分類した椎骨のほとんどは、体長50cm-1 m近くなる大形の固体に由来するも

のと考えられる。これらは降海型サクラマス、カラフトマ人、サケ、ギンザケ、マスノスケ、ヒメマ

スである可能性が高い。また、体長30cm程度の小形のイワ十属・サケ属の椎骨と考えられるものが少

数検出されており、これらは降海型・河川型アメマスや比較的小さいヤマメタイプの河川型サクラマ

ス、オショロコマなどの椎骨と考えられる。

頭部骨などの部位骨はイワナ属とサケ属で類似しており破片資料の分類は困難であり、一括して集

計した。

生態と漁獲方法 本遺跡の立地から、大形のサケ科を対象とした漁は、遺跡付近の旧琴似川流域か

ら河口部で行われていたと考えられる。主漁期はこれらの-•トケ科が河川生活を送る時期と考えられる。

北海道では降海型のサクラマスの親魚は 5~7月に河川に遡上し、 8月下旬から10月に産卵する（市

川 1977)。降海型のアメマスは 8~9月頃河川に遡上し10~11月に産卵する（酒井 1986)。サケは大河

川では夏期遡上郡と秋期遡上郡があるが小河川では秋にのみ遡上する（益田他 1984)。カラフトマス

は夏に遡上し秋に産卵し、ギンザケは秋から冬に遡上し産卵する（益田他 1984)。ヒメマスは初夏か

ら秋に遡上し秋から冬に産卵する（益田他 1984)。マスノスケは沿岸で捕獲されることは多いが、遡

上することは稀であり（益田他 1984)資料中に含まれる率に低いと考えられる。この内、秋から初冬

にかけて遡上するサケ科が量的に多く、漁獲対象の中心であったと考えられる。

小形のサケ科は陸封型で周年捕獲が可能な個体であった（•:考えられるが、本資料中からは検出され

なかった。

出土状況 椎骨の全ては破片になっている。この原因は、①調理・摂食段階での破損、②摂餌後埋

存保存での破損、が考えられる。サケ科の椎骨を食用とすふ場合、意図的に砕かれたり、強く煮て脆

弱化することがあり、①の可能性は十分考えられる。また、出土資料は特に強く火を受けており、摂

餌に適さないほど無機質化していることから、調理・摂餌の段階で火を受けたものならば失敗品であ

ると考えられる。

大形のサケ科は漁期が季節的に集中する事から、これを一時期のみならず長期間有効に利用するに

は、保存食料に加工することが必要である。北海道に残る民俗例でも多くの加工保存技術が知られて

いる。サケ科の食料としての保存処理方法としては、①魚肉の水分を減らしたり薫製にして腐りを防

ぐ乾燥保存の方法、②塩漬けにする方法、③発酵食品にす；：•）方法、④冬季に冷凍して保存する方法、

が考えられる。このような保存食料は収穫物が少ない季節に生活を維持するために重要な役割を果た

したことが推定される。

特に K36遺跡タカノ地点で検出された、焼土や炭化物を名く含む遺構は盛んに火を焚いた結果生じ、

その中に遺存体が残されたことから、①の乾燥保存の方法が採られた可能性が支持される。これはほ

ぼ同時期の K39遺跡長谷工地点や擦文時代前期から中期a,H 317遺跡などでの様相と酷似しており、

広く札幌周辺で行われたサケ科魚類処理の特徴といえよう c

哺乳類（第24表）

小形の哺乳類に由来すると考えられる部位骨の破片と個体の大きさの不明な骨格破片が検出された。

小形哺乳類は、イヌ化のエゾタヌキやウサギ科、ネズミ科、イタチ科のエゾオコジョ、コエゾイタチ、

エゾクロテンなどの個体が推定される。これらは、食用や毛皮への利用が考えられる。
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(3) K36遺跡タカノ地点における狩猟・漁携活動

擦文時代の K36遺跡タカノ地点集落では、旧琴似川流域を利用し、サケ科魚類を対象とした漁拐

活動が盛んであった。サケ科の食料資源は極めて高かったといえる。出土した大形のサケ科の捕獲に

は、刺突漁や網漁、罠漁が行われたと考えられる。

同じく札幌市の H317遺跡（擦文時代前～中期）や K39遺跡長谷工地点（擦文時代・晩期）、 K39遺

跡大木地点（擦文時代晩期）では、擦文時代のそれぞれの遺構からニシンやウグイ属、イトヨが検出さ

れ、特に擦文時代にはニシン漁が盛んになることが推定されたが（富岡 1995)、K36遺跡タカノ地点

の場合、サケ科以外の魚類の魚携、消費がうかがわれなかった。これは、サケ科漁携が主体であった

というばかりではなく、今回の分析資料が少数だったことも大きく影繹していると考えられる。

また本遺跡からは小形哺乳類が出土した。残念ながら、種の特徴が不明確な部位ばかりで詳細な同

定が困難であったが、食用や毛皮用として利用されたのであろう。
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第24表 出土動物遺存体種名表

軟体動物門 哺乳類 合計
Mollusca Mammalia 重量

遺構・プロック
層位 種名 部分 重量 種名 部位名 部分 重量 Total 
Layer Name L/R Portion (Q) Name Part L/R Portion (g) (g) 

HP-1 2層 貝？ ？ 0.04 小形哺乳類 四肢骨 ？ 骨幹部 0.08 0.52 
カマド Sell? Small size class Limp 

不明 破片 ？ 0.40 
Indet. fr 

HP-1 2層 小形哺乳類 指骨 ？ 近位端 0.15 0.15 
DB-12 Small size class Phalanges proximal 
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第2節 K36遺跡タカノ地点出土の炭化植物種子

遺跡の名称：札幌市 K:-l6追跡タカノ｝也点

雌跡のi0岡：札祝Ih北23条西14「日

発掘調仇機関：札祝巾判蔵文化財センター

発掘担:'1i者 ：札幌巾埋蔵文化財センター 秋山洋nl

発掘調査期間：平成8年10月 1日～平成 8年11月15日

遺跡の性格：擦文時代の集落

遺跡の年代：擦文時代後期・晩期（西暦11世紀から13世紀）

古崎昌・・椿坂恭代

検出遺構：竪穴住居址5軒、溝状遺構 1基、土城 l基、焼土遺構・焼土粒範囲24基（竪穴、溝状

遺構に伴うもの 9基）

1 扱った資料

分析対象資料として扱った炭化種子は、調査者によれば擦文時代集落の各遺構から採取された土壌

を、フローテーション法で処理され、その後第1次選別を経て送付されてきたものである。

これらの臼料をt体額微鏡並びに走査刑屯 f顕微鋭て観察と撮影を行った。出土遺構と屑‘I|• につい

ては第25表に示す。

2 出卜した炭化神千（第25表、図版28)

検出された炭化種fはアサ、マメ科、ニワトコ属、ブトウ属、クルミ属、小明柚—fに分類されに。

図版28-1a、1b 

アサ Cannabissaliva L. HP -4 (HE -9)、（ DB-14)から計12片出土している。いずれも破

損しており、種皮表面の観察結果からアサ特有の組織が確認された。

図版28-2a、2b 

マメ科 LEGUMINOSAEHP -1 (DB -17)から12粒出上している。種子の形態と種皮組織の

観察結果から野生のマメ科種子に分類されるが、いずれも資料のダメージが大きく種類の特定は出来

なかった。計測値長さ2.4mm、幅2.1mm

図版28-3、28-4、28-5、28-6

28-3、ニワトコ属 SambucusL.がHP-4 (HE -9)、（ DB-14)から215粒、溝状遺構から2

粒、計217粒出士している。計測値 長さ2.0mm、幅1.0mm、厚さ0.5mm。29-4、ブドウ属 VitisL.が

HP-4 (DB-14)から1片出士している。 29-5、クルミ属 JuglansL.の殻片が HP-1 (DB 

-ll)、（ DB-13)とDB-7から計0.14 g出土している。 29-6、不明種子がHP-1 (DB-11)、

(DB -17)から 2粒出土している。現生の比較標本がなく同定出来なかったものである。計測値

長さ2.1mm、幅1.35mm 

3 まとめ

これまで道央地域の擦紋時代遺跡では、栽培植物種子が検出されるのが常であった。ところが今回

の分析資料からは栽培植物種子が未検出である。この現象が、遺跡の保存状態によるものなのか、あ
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るいは土坦l)）サンプルの部位｛こ起因するのかは不附てある c 場合によっては、栽焙柏］汀種子そのもの

が存在しないケースも考えられるかもしれない。初期的な農耕かいわれている場合には、集落によっ

て生業のスタイルが全く異なることもあり得るだろう。

第25表 K36遺跡タカノ地点炭化種子集計表
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追加報告

昭和61年度に調査されだ K36遺跡の炭化柏物種子の資料ば、分析については宣（していだが、諸

事情のことから未報告となっていだ。今同mK 36遺跡タカ/地点の炭化植物袖 Jア0分析の際、オ）忙

しい中、併せて資料の再検討も行って戴いた。記して感謝いだします。

分析結果は下表に示した。焼土 1から栽培型のヒエ 1粒とキビ 3粒が出 1している。栽培柏物柾子

に関する情報は、タカノ地点と同様の糸古果と思われる。 （秋山（予I,j)

第26表 K36遺跡（昭和61年度調査地点）炭化種子集計表

ヒエ キビ アカザ 同定不可 不明
逍構名 層位 i1: t区

（粒） （粒） （料） （粒） （粒）
9 -

HP-1 (かまど焼土） i 3 

HP-11かまと焼上） 2 

HP-1（巾央炉跡）
I 

1 1 

HP-5（かまど焼土） 2 

焼土 1 B-1区 1 3 4 

合計 1 3 1 ， 3 
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第 3節 放射性炭素年代測定結果

古環境研究所

本遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代測定を、加速器質量分析(AMS法）により測定してい

ただける機会を得た。なお分析は（樹古環境研究所にお願いし、測定は米国のローレンス・リヴァーモ

ア国立研究所(LawrenceLivermore National Lavoratory)において行われた。

1.資料と方法

K36遺跡タカノ地点放射性炭素年代測定用提出試料と方法

No. 地点 層位 試料の種類前処理 調整 測定法

1 HP -1かまど 2層 炭化材 酸ーアルカリー酸洗浄石墨調整 加速器質量分析(AMS)

2 溝状遺構 2層 炭化材 酸ーアルカリー酸洗浄石墨調整 加速器質量分析(AMS)

2.測定結果

K36遺跡タカノ地点放射性炭素年代測定結果

No. 14C年代

（年BP)

813C 

（%o) 

1 840士50 -27. 8 

2 1090士50 -26. 5 

l) 14C年代測定値

補正14C年代

（年BP)

800士50

1070士50

暦年代

交点 AD1,250 

2 a AD l, 170 TO l, 290 

l (JAD 1,215 TO l, 275 

交点 AD990 

2 a AD 885 TO 1,035 

1 a AD 960 TO l, 015 

(2 a : 95% probability, 1 a : 68% probability) 

試料の 14c1 12c比から、単純に現在 (1,950年AD)から何年前 (BP)かを計算した値。 14c
の半減期は5,568年を用いた。

2)かC測定値

試料の測定14c112c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c112c)。この値は標準物質
(PDB)の同位体比からの千分偏差 (%o)で表す。

3)補正14c年代値

炉c測定値から試料の炭素同位体分別を知り、 14c 112cの測定値に補正値を加えた上で算出し
た年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中 14c濃度の変動を補正することにより、暦年代（西暦）を
算出した。補正には年代既知の樹木年齢の 14cの詳細な測定値を使用した。ただし、この補正は
10,000年BPより古い試料には適用できない。
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第4節 K36遺跡タカノ地点第 1号竪穴住居跡床面出土漆器椀2点について

国立歴史民俗博物館 永嶋正春

1. はじめに

標記の遺跡から出土した 2点の漆製品 (No.138、No.139)について、製作技術的な検討を行った。

加飾に使用された赤色漆中の赤色頻料の識別と、塗装材料、塗装工程などについての調査である。

まずは対象となる資料の細部について丹念に観察し、しかるべき部位から小さな漆試料片を採取し

た。それら試料については、蛍光X線分析を実施して赤色顔料を確定すると共に、塗装断面試料を

作製して、塗装内容を追求した。

ここではそれらの調査結果について報告をするが、現時点における中間報告と理解していただけれ

ば幸いである。なお、資料の状況や層構成の様子が把握し易いよう、関係写真を添付したので参照さ

れたい。

2.調査結果

調査結果を結論から言えば、次のようになる。

1.下地としては、 2点とも、炭粉下地が用いられている。恐らく、炭粉渋地と思われる。

2.加飾に用いられている赤色漆は、ベンガラ漆である。

3.本体素地は、木胎と考えて良い。

4.炭素渋地の利用、赤色漆（ベンガラ漆）による文様表現などは、これら 2点の漆器椀が13世紀あ

るいはそれ以降のものである可能性を強く示唆している。
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まとめ

本遺跡は河川堆積物により形成された札幌扇状地内に位置しており、旧琴似川流域に分布する遺跡

群の一つであった。検出された遺構は、竪穴住居跡5軒、溝状遺構 1基、土城 l基、焼土関係遺構24

基であり、出土した土器から概ね擦文時代後期・晩期の時期に相当するものと思われる。一方、昭和

61年度の調査についてもほぼ同様の結果が報告されており、両地区は同時期に形成された遺跡である

ことが判明した。

竪穴住居跡は両地区併せて10軒検出され、煙道の方角をみると昭和61年度調査地点の HP-1、2、

5とタカノ地点の HP-1が概ね東方向であり、昭和61年度調査地点の HP-3、4とタカノ地点

のHP_ 2 ~5が概ね南方向であった。また溝状遣構に囲まれたタカノ地点の HP-2、5は、溝

外の竪穴より小規模である。なお共存関係は不明だが、タカノ地点の HP-2、3、5の周辺から

柱穴群が検出されている。

溝状遺構は調杏区域外にも広がりを見せており全体を捉えたわけではないが、現状で見る限りは周

溝状に展開し、途中にテラス部分が付帯していた。遺構内の底面やテラス部分からは多鼠の擦文期の

遺物が出土している他、焼土関係遺構も確認されていることから、本遺跡形成に関わって構築された

遺構であることは否めない。なお擦文期に相当する道内の溝状遺構の類例としては、尾白内 2遺跡の

空堀、原口館擬定地遺跡の空堀遺構、小茂内遺跡の環濠、青苗遺跡の山本台地投棄溝、蘭越遺跡の砦

（チャシ）、ワシリチャシなどがあるが（名称は調査担当者の当時の記載に準じている）、機能等の問

題も含め、同質のものといえるかは検討の余地が必要であろう。

焼土関係遺構は調査範囲内の様々な場所から検出されており、特に竪穴や溝状遺構の中や周辺から

確認されることが多かった。ただし栽培種子に関してみると、昭和61年度に調査された焼土 1から、

ヒエ 1粒、キビ 3粒が確認されたに止まっている。直接分析にあたって戴いた吉崎・椿坂氏が指摘し

ているように、生業スタイルが異なるものとして今後注目すべき例となろう。

また接合関係と層位関係から、タカノ地点検出の遺構は時期的に細分できる可能性がある。発掘調

査の段階ではタカノ地点の HP-2 -5、溝状遺構が3層上面、 HP -1が2層中より検出されて

おり、さらに前者のグループは HP-2、5、溝状遺構と HP-3、4の2つに分けられる可能性

があり、土器型式からHP-3、4が構築された後にHP-2、5、溝状遺構が構築され、最後に

HP -1が構築された可能性が指摘できる。なお土壊については、出士士器が擦文前期のものであり、

他の遺構とは異なる時期に構築されたものと思われる。

遺物は、遺構内や窪み状の落ち込みからの出土が多かったが、これは後世の畑地利用によって包含

層の大半が、破壊されていたことが影響しているためであろう。なお、復元土器を見る限り、大型の

甕はほとんど見られず、小型の甕や高台杯が多いという傾向がある。

最後にタカノ地点 HP-1の床面から出土した漆製品、錫製環状装飾品についてであるが、次へ

の課題とするぺく 3つの問題点を指摘したい。第 1に少なくともこれらは海を渡ってこの地に持ち込

まれていることである。第 2にこれらは同一時期に廃棄された遺物であることである。第 3にこれら

の年代観の問題である。年代測定結果や漆の技術面における分析結果などから、 13世紀代に廃棄され

た遺物であることが予想されてはいるが、類例の出土資料も少なかったことなどもあり結論を導くこ

となく、問題点の抽出と自然科学や分析科学の結果を報告することでまとめとさせていただく。機会

があればこの問題を再考してみたい。
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図 版





図版 1

A
 

B 発掘区遠景(2)（北東より）
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図版2

A 発掘区セク ション（北西壁） （1)（南東より）

B 発掘区セク ション（北西壁） （2)（南東より）
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図版3

A 第 1号竪穴住居跡確認面（北東より）

B 第 1号竪穴住居跡完掘状況（南西より）
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図版4
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;
 

B
 

こ-ご；,

‘̀た

”、
コ

第1号竪穴住居跡A-8セク ション（北東より）
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図版 6

A 第2号竪穴住居跡確認面（北東より）

曇”

B 第2号竪穴住居跡完掘状況（北西より）
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図版7

A 第2号竪穴住居跡かまど完掘状況（北西より）

B 第3号竪穴住居跡確認面（北東より）
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図版8

A 第3号竪穴住居跡完掘状況（北西より）
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B 第 3号竪穴住居跡かまど完掘状況（北西より）
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図版9
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A
 
第4号竪穴住居跡確認面（北西より

B
 
第4号竪穴住居跡完掘状況（北西より）
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図版10

A
 
第4号竪穴住居跡かまど完掘状況（北西より）
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第5号竪穴住居跡確認面 （西より ）
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図版11

A
 
第5号竪穴住居跡完掘状況（西より）
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B
 
第5号竪穴住居跡かまど完掘状況（西より）
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図版12

A 溝状遺構検出状況(1)（西より）

B 溝状遺構検出状況(2)（西より）
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図版13
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A 溝状遺構完掘状況(1)（西より）

B 溝状遺構完掘状況(2)（東より）
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図版14

A 溝状遺構A-8セクション（北西壁） （南東より）

B 溝状遺構 1-Jセクション（南東壁） （北西より）
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図版15

A 溝状遺構テラス部分遺物出土状況（北より）

B 溝状遺構内一括土器出土状況（南西より）
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図版17

A 02-08区付近遺物出土状況（北西より）
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図版18
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図版19
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図版20
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図版21
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図版22
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図版24
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図版26
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図版27
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図版28

3 ニワトコ属

K36遺跡タカノ地点出土炭化植物種子
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図版29
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